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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信を実行するための方法であって、前記方法は、基地局が実行し、前記方
法は、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルのセットを構
成すること、ここにおいて、前記セットのうちの１つまたは複数の仮想セルは、干渉抑制
および／または干渉キャンセルを実行するために、物理パラメータの少なくとも１つのセ
ットと関連付けられ、前記仮想セルのセットを構成することは、仮想セルから前記物理パ
ラメータのセットにマップすることを含み、前記仮想セルのセットを構成することは、前
記１つまたは複数の仮想セルのセットの一部として構成されていないセルのための干渉抑
制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するために、ユーザ機器（ＵＥ）
に対してデフォルト行動を指定することを含む、と、
　前記ＵＥに、前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を送信すること
と、
　前記１つまたは複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてについての同じパラメータの
セットに従う仮想セルのために動作することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記干渉は、前記１つまたは複数の仮想セルのセットの間の前記少なくとも１つの仮想
セルによる制御送信またはデータ送信のうちの少なくとも１つによって生じる、
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　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つは、セルによる制御送信ま
たはデータ送信のうちの少なくとも１つに対して実行される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記仮想セルのセットを構成することは、ユーザ機器（ＵＥ）固有のやり方または展開
シナリオ固有のやり方のうちの少なくとも１つで前記仮想セルのセットを構成することを
含み、
　　前記展開シナリオは、ｅＮＢが異なる物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）で構成さ
れる異種ネットワークシナリオ、ｅＮＢが同じＰＣＩで構成される異種ネットワークシナ
リオを備え、
　　前記ｅＮＢが異なる物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）で構成される異種ネットワ
ークシナリオ固有のやり方で前記仮想セルのセットを構成することは、各ＵＥに対して、
１つのＰＣＩにマップされるように各仮想セルを構成することを含み、
　　ｅＮＢが同じＰＣＩで構成される異種ネットワークシナリオ固有のやり方で前記仮想
セルのセットを構成することは、クラスタ中で、各ＵＥのために同じＰＣＩにマップされ
るように前記仮想セルのセットを構成することを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥ固有のやり方で前記仮想セルのセットを構成することは、前記ＵＥからの基準
信号受信電力レポートに基づいて前記仮想セルのセットを構成することを含む、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　仮想セルから物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）にマップすることを１対１ベース、
多対１ベース、または１対多ベースのうちの少なくとも１つで実行することをさらに備え
る、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記物理パラメータのセットは、
　　セル固有基準信号周波数シフト、
　　エンハンスド物理ダウンリンク制御チャネルまたは物理ダウンリンク共有チャネルの
うちの少なくとも１つのための開始シンボル、
　　１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、
　　キャリアタイプ、
　　または１つまたは複数の復調基準信号パターン
　のうちの少なくとも２つを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記仮想セルのセットを構成することは、アンテナポート７乃至１４のブラインド検出
を許容するのに十分な程度にユーザ機器（ＵＥ）のために構成される前記仮想セルの数を
制限するように前記仮想セルを構成することである、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記デフォルト行動を指定することは、
　　前記ＵＥが物理セルアイデンティティおよびその関連付けられた物理パラメータに少
なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するべき
であると指定すること、
　　セル間協調で構成される前記ＵＥが、ＰＤＳＣＨのための構成セットおよび／または
ＥＰＤＣＣＨレートマッチングおよび／または擬似コロケーション動作に少なくとも基づ
いて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するべきであると指定
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すること
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＵＥが物理セルアイデンティティに少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャン
セルのうちの少なくとも１つを実行すべきであると指定することは、前記ＵＥが前記物理
セルアイデンティティと関連付けられた前記物理パラメータが有効であるか否かをブライ
ンドで検出すべきであると指定することを含む、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記仮想セルのセットを構成することは、制御チャネル、チャネル状態情報基準信号チ
ャネル、およびデータチャネルで使用するために１つの仮想セルのセットを構成すること
を含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記仮想セルのセットを構成することは、
　　半静的となるように前記仮想セルのセットを構成すること、
　　または動的に前記仮想セルのセットを構成すること
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を送信することは、ダウンリ
ンク制御情報における前記情報を動的にシグナリングすることを含む、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記仮想セルのセットを構成することは、前記仮想セルのセットのうちの１つより多く
の物理セルと物理セルを関連付けることを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記仮想セルのセットを構成することは、レガシーキャリアタイプおよび非レガシーキ
ャリアタイプの両方のための前記仮想セルのセットを構成することを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記仮想セルのセットを構成することは、セル内で、干渉抑制または干渉キャンセルの
うちの少なくとも１つを取り扱うために同じサービングセルの物理セルアイデンティティ
に仮想セルをマップすることを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記仮想セルのセットを構成することと合同または別々のうちの少なくとも１つでユー
ザ機器（ＵＥ）のためのセル間協調を構成することをさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの前記少なくとも１つの仮想セルは、す
べてのサブフレームまたは前記サブフレームうちのサブセットのうちの少なくとも１つに
適用するために構成される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの前記少なくとも１つの仮想セルは、全
帯域幅または前記全帯域幅のうちの一部分のうちの少なくとも１つに適用するために構成
される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
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　ワイヤレス通信を実行する方法であって、
　ノードから、ユーザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セルのセットに関す
る情報を受信すること、ここにおいて、前記仮想セルのうちの１つまたは複数は、パラメ
ータのセットと関連付けられ、前記1つまたは複数の仮想セルのセットは、物理パラメー
タのセットにマップされる少なくとも1つの仮想セルを含む、と、
　前記ノードと通信することと
　を備え、前記通信は、前記仮想セルのうちの前記１つまたは複数とその関連付けられた
パラメータのセットに少なくとも部分的に基づき、
　　前記少なくとも1つの仮想セルが前記1つまたは複数の仮想セルのセットの一部として
構成されると決定することに応じて、前記少なくとも1つの仮想セルの前記関連付けられ
たパラメータのセットに従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを
実行することと、
　　別の仮想セルが前記1つまたは複数の仮想セルのセットの一部として構成されないと
決定することに応じて、デフォルト行動に従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの
少なくとも１つを実行することと
　を含む、方法。
【請求項２１】
　前記干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つは、セルによる制御送信ま
たはデータ送信のうちの少なくとも１つのために実行される、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記デフォルト行動は、物理セルアイデンティティおよびそれに関連付けられた物理パ
ラメータに少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを
実行することを含む、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　前記デフォルト行動は、前記物理セルアイデンティティと関連付けられた前記物理パラ
メータが有効であるか否かブラインドで検出することを含む、
　請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記デフォルト行動は、セル間協調で構成されたＵＥが、
　　ＰＤＳＣＨのための構成のセットまたはＥＰＤＣＣＨレートマッチングのうちの少な
くとも１つ、
　　または擬似コロケーション動作
　のうちの少なくとも１つに基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも
１つを実行することを含む、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２５】
　現在の仮想セルがそれに関連付けられたパラメータの１つの完全なセットを有するかど
うか決定することと、
　前記現在の仮想セルがそれに関連付けられたパラメータの１つの完全なセットを有さな
いと決定することに応じて、少なくとも１つの追加のパラメータを取得することと
　をさらに含み、前記少なくとも１つの追加のパラメータを取得することは、ブラインド
検出を実行することを含む、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つの仮想セルは、１対１ベース、多対１ベース、または１対多ベース
のうちの少なくとも１つで物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）にマップされる、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２７】
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　前記物理パラメータのセットは、
　　エンハンスト物理ダウンリンク制御チャネルまたは物理ダウンリンク共有チャネルの
うちの少なくとも１つのための開始シンボル、
　　１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、
　　キャリアタイプ、
　　または１つまたは複数の復調基準信号パターン
　のうちの少なくとも２つを含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの前記少なくとも１つの仮想セルは、す
べてのサブフレーム、または前記サブフレームのサブセットのうちの少なくとも１つに適
用するために構成される、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２９】
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの前記少なくとも１つの仮想セルは、全
帯域幅または前記全帯域幅の一部分のうちの少なくとも１つに適用するために構成される
、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信を実行するための装置であって、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルのセットを構
成するための手段、ここにおいて、前記セットのうちの１つまたは複数の仮想セルは、干
渉抑制および／または干渉キャンセルを実行するために、物理パラメータの少なくとも１
つのセットと関連付けられ、前記仮想セルのセットを構成することは、仮想セルから前記
物理パラメータのセットにマップすることを含み、前記仮想セルのセットを構成すること
は、前記１つまたは複数の仮想セルのセットの一部として構成されていないセルのための
干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するために、ユーザ機器（
ＵＥ）に対してデフォルト行動を指定することを含む、と、
　前記ＵＥに、前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を送信するため
の手段と、
　前記１つまたは複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてについての同じパラメータの
セットに従う仮想セルのために動作するための手段と
　を備える、装置。
【請求項３１】
　前記干渉は、前記１つまたは複数の仮想セルのセットの間の少なくとも１つの仮想セル
による制御送信またはデータ送信のうちの少なくとも１つによって生じる、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つは、セルによる制御送信ま
たはデータ送信のうちの少なくとも１つに対して実行される、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、ユーザ機器（ＵＥ）固有のやり方
または展開シナリオ固有のやり方のうちの少なくとも１つで前記仮想セルのセットを構成
するための手段を含み、
　　前記展開シナリオは、ｅＮＢが異なる物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）で構成さ
れる異種ネットワークシナリオ、ｅＮＢが同じＰＣＩで構成される異種ネットワークシナ
リオを備え、
　　前記ｅＮＢが異なる物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）で構成される異種ネットワ
ークシナリオ固有のやり方で前記仮想セルのセットを構成するための手段は、各ＵＥに対
して、１つのＰＣＩにマップされるように各仮想セルを構成するための手段を含み、
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　　ｅＮＢが同じＰＣＩで構成される異種ネットワークシナリオ固有のやり方で前記仮想
セルのセットを構成するための手段は、クラスタ中で、各ＵＥのために同じＰＣＩにマッ
プされるように前記仮想セルのセットを構成するための手段を含む、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記ＵＥ固有のやり方で前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、前記ＵＥ
からの基準信号受信電力レポートに基づいて前記仮想セルのセットを構成するための手段
を含む、
　請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　仮想セルから物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）にマップすることを１対１ベース、
多対１ベース、または１対多ベースのうちの少なくとも１つでマップすることを実行する
ための手段をさらに備える、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３６】
　前記物理パラメータのセットは、
　　セル固有基準信号周波数シフト、
　　エンハンスド物理ダウンリンク制御チャネルまたは物理ダウンリンク共有チャネルの
うちの少なくとも１つのための開始シンボル、
　　１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、
　　キャリアタイプ、
　　または１つまたは複数の復調基準信号パターン
　のうちの少なくとも２つを含む、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、アンテナポート７乃至１４のブラ
インド検出を許容するのに十分な程度にユーザ機器（ＵＥ）のために構成される前記仮想
セルの数を制限するように前記仮想セルを構成するための手段を含む、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３８】
　前記デフォルト行動を前記指定するための手段は、
　　前記ＵＥが物理セルアイデンティティおよびそれに関連付けられた物理パラメータに
少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するべ
きであると指定するための手段、
　　セル間協調で構成された前記ＵＥが、ＰＤＳＣＨのための構成のセットおよび／また
はＥＰＤＣＣＨレートマッチングおよび／または擬似コロケーション動作に少なくとも基
づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するべきであると指
定するための手段
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項３０に記載の装置。
【請求項３９】
　前記ＵＥが物理セルアイデンティティに少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャン
セルのうちの少なくとも１つを実行すべきであると前記指定するための手段は、前記ＵＥ
が前記物理セルアイデンティティと関連付けられた前記物理パラメータが有効であるか否
かをブラインドで検出すべきであると指定するための手段を含む、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、制御チャネル、チャネル状態情報基
準信号チャネル、およびデータチャネルで使用するために１つの仮想セルのセットを構成
するための手段を含む、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項４１】



(7) JP 6185144 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、
　　半静的である前記仮想セルのセットを構成するための手段、
　　または動的に前記仮想セルのセットを構成するための
手段
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項３０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を前記送信するための手段は
、ダウンリンク制御情報における前記情報を動的にシグナリングするための手段を含む、
　請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、１つより多くの前記仮想セルのセ
ットと物理セルを関連付けるための手段を含む、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項４４】
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、レガシーキャリアタイプおよび非
レガシーキャリアタイプの両方のための前記仮想セルのセットを構成するための手段を含
む、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項４５】
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、セル内で、干渉抑制または干渉キ
ャンセルのうちの少なくとも１つを取り扱うために、同じサービングセルの物理セルアイ
デンティティに仮想セルをマップするための手段を含む、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項４６】
　前記仮想セルのセットを構成することと合同または別々のうちの少なくとも１つでユー
ザ機器（ＵＥ）のためのセル間協調を構成するための手段をさらに含む、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項４７】
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの前記少なくとも１つの仮想セルは、す
べてのサブフレームまたは前記サブフレームうちのサブセットのうちの少なくとも１つに
適用するために構成される、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項４８】
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの前記少なくとも１つの仮想セルは、全
帯域幅または前記全帯域幅の一部分のうちの少なくとも１つに適用するために構成される
、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項４９】
　ワイヤレス通信を実行する装置であって、
　ノードから、ユーザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セルのセットに関す
る情報を受信するための手段、ここにおいて、前記仮想セルのうちの１つまたは複数は、
パラメータのセットと関連付けられ、前記1つまたは複数の仮想セルのセットは、物理パ
ラメータのセットにマップされる少なくとも1つの仮想セルを含む、と、
　前記ノードと通信するための手段と
　を備え、前記通信は、前記仮想セルのうちの前記１つまたは複数とその関連付けられた
パラメータのセットに少なくとも部分的に基づき、
　　前記少なくとも1つの仮想セルが前記1つまたは複数の仮想セルのセットの一部として
構成されると決定することに応じて、前記少なくとも1つの仮想セルの前記関連付けられ
たパラメータのセットに従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを
実行することと、
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　　別の仮想セルが前記1つまたは複数の仮想セルのセットの一部として構成されないと
決定することに応じて、デフォルト行動に従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの
少なくとも１つを実行することと
　を含む、装置。
【請求項５０】
　前記干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つは、セルによる制御送信ま
たはデータ送信のうちの少なくとも１つのために実行される、
　請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記デフォルト行動は、物理セルアイデンティティおよびそれに関連付けられた物理パ
ラメータに少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを
実行することを含む、
　請求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　前記デフォルト行動は、前記物理セルアイデンティティと関連付けられた前記物理パラ
メータが有効であるか否かブラインドで検出することを含む、
　請求項５１に記載の装置。
【請求項５３】
　前記デフォルト行動は、セル間協調で構成されたＵＥが、
　　ＰＤＳＣＨのための構成のセットまたはＥＰＤＣＣＨレートマッチングのうちの少な
くとも１つ、
　　または擬似コロケーション動作
　のうちの少なくとも１つに基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも
１つを実行することを含む、
　請求項４９に記載の装置。
【請求項５４】
　現在の仮想セルがそれに関連付けられたパラメータの１つの完全なセットを有するかど
うか決定するための手段と、
　前記現在の仮想セルがそれに関連付けられたパラメータの１つの完全なセットを有さな
いと決定することに応じて、少なくとも１つの追加のパラメータを取得するための手段と
　をさらに含み、前記少なくとも１つの追加のパラメータを前記取得するための手段は、
ブラインド検出を実行するための手段を含む、
　請求項４９に記載の装置。
【請求項５５】
　前記少なくとも１つの仮想セルは、１対１ベース、多対１ベース、または１対多ベース
のうちの少なくとも１つで物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）にマップされる、
　請求項４９に記載の装置。
【請求項５６】
　前記物理パラメータのセットは、
　　セル固有基準信号周波数シフト、
　　エンハンスド物理ダウンリンク制御チャネルまたは物理ダウンリンク共有チャネルの
うちの少なくとも１つのための開始シンボル、
　　１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、
　　キャリアタイプ、
　　または１つまたは複数の復調基準信号パターン
　のうちの少なくとも２つを含む、請求項５５に記載の装置。
【請求項５７】
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの前記少なくとも１つの仮想セルは、す
べてのサブフレーム、または前記サブフレームのサブセットのうちの少なくとも１つに適
用するために構成される、
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　請求項４９に記載の装置。
【請求項５８】
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの前記少なくとも１つの仮想セルは、全
帯域幅または前記全帯域幅の一部分のうちの少なくとも１つに適用するために構成される
、
　請求項４９に記載の装置。
【請求項５９】
　コンピュータに、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想
セルのセットを構成させるためのコード、ここにおいて、前記セットのうちの１つまたは
複数の仮想セルは、干渉抑制および／または干渉キャンセルを実行するために、物理パラ
メータの少なくとも１つのセットと関連付けられ、前記仮想セルのセットを構成すること
は、仮想セルから前記物理パラメータのセットにマップすることを含み、前記仮想セルの
セットを構成することは、前記１つまたは複数の仮想セルのセットの一部として構成され
ていないセルのための干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行する
ために、ユーザ機器（ＵＥ）に対してデフォルト行動を指定することを含む、と、
　前記コンピュータに、前記ＵＥに、前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関す
る情報を送信させるためのコードと、
　前記コンピュータに、前記１つまたは複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてについ
ての同じパラメータのセットに従う仮想セルのために動作させるためのコードと
　を備える、
　コンピュータプログラム。
【請求項６０】
　コンピュータに、ノードから、ユーザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セ
ルのセットに関する情報を受信させるためのコード、ここにおいて、前記仮想セルのうち
の１つまたは複数は、パラメータのセットと関連付けられ、前記1つまたは複数の仮想セ
ルのセットは、物理パラメータのセットにマップされる少なくとも1つの仮想セルを含む
、と、
　コンピュータに、前記ノードと通信させるためのコードと
　を備え、前記通信は、前記仮想セルのうちの前記１つまたは複数とそれに関連付けられ
たパラメータのセットに少なくとも部分的に基づき、
　　コンピュータに、前記少なくとも1つの仮想セルが前記1つまたは複数の仮想セルのセ
ットの一部として構成されると決定することに応じて、前記少なくとも1つの仮想セルの
前記関連付けられたパラメータのセットに従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの
少なくとも１つを実行させるためのコードと、
　　コンピュータに、別の仮想セルが前記1つまたは複数の仮想セルのセットの一部とし
て構成されないと決定することに応じて、デフォルト行動に従って干渉抑制または干渉キ
ャンセルのうちの少なくとも１つを実行させるためのコードと
　を含む、コンピュータプログラム。
【請求項６１】
　ワイヤレス通信を実行する基地局であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルのセットを構
成すること、ここにおいて、前記セットのうちの１つまたは複数の仮想セルは、干渉抑制
および／または干渉キャンセルを実行するために、物理パラメータの少なくとも１つのセ
ットと関連付けられ、前記仮想セルのセットを構成することは、仮想セルから前記物理パ
ラメータのセットにマップすることを含み、前記仮想セルのセットを構成することは、前
記１つまたは複数の仮想セルのセットの一部として構成されていないセルのための干渉抑
制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するために、ユーザ機器（ＵＥ）



(10) JP 6185144 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

に対してデフォルト行動を指定することを含む、と、
　前記ＵＥに、前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を送信すること
と、
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの同じ仮想セルに対して、前記１つまた
は複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてについての同じパラメータのセットに従う仮
想セルのために動作することと
　を行うように構成される、基地局。
【請求項６２】
　ワイヤレス通信を実行するユーザ機器であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
ノードから、前記ユーザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セルのセットに関
する情報を受信すること、ここにおいて、前記仮想セルのうちの１つまたは複数は、パラ
メータのセットと関連付けられ、前記1つまたは複数の仮想セルのセットは、物理パラメ
ータのセットにマップされる少なくとも1つの仮想セルを含む、と、
　前記ノードと通信することと
　を行うように構成され、前記通信は、前記仮想セルのうちの前記１つまたは複数とその
関連付けられたパラメータのセットに少なくとも部分的に基づき、
　　前記少なくとも1つの仮想セルが前記1つまたは複数の仮想セルのセットの一部として
構成されると決定することに応じて、前記少なくとも1つの仮想セルの前記関連付けられ
たパラメータのセットに従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを
実行することと、
　　別の仮想セルが前記1つまたは複数の仮想セルのセットの一部として構成されないと
決定することに応じて、デフォルト行動に従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの
少なくとも１つを実行することと
　を含む、ユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年４
月５日に出願された「VIRTUAL CELL MANAGEMENT FOR INTERFERENCE SUPPRESSION AND INT
ERFERENCE CANCELLATION IN LTE」と題する米国仮特許出願第６１／８０９，１２２号の
利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ＬＴ
Ｅにおける干渉抑制および干渉キャンセルのための仮想セル管理に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャスト、等のような様々な通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有する
ことによって、複数のユーザをサポートすることができる多元接続ネットワークでありう
る。このような多元接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワー
クと、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワークと、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネ
ットワークと、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワークと、単一キャリアＦ
ＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークとを含む。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、多数のユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポ
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ートすることができる多数のｅノードＢを含みうる。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップ
リンクを介してｅノードＢと通信し得る。ダウンリンク（またはフォワードリンク）は、
ｅノードＢからＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（またはリバースリンク）はＵ
ＥからｅノードＢへの通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]ネットワークの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）は、それらが一様にネットワークマネ
ージャおよびユーザによるある大きなリソースとして取り扱われることができるように仮
想セルとして互いにプールされうる。各仮想セルは、ＵＥを合同でサービスしうる物理セ
ルのグループを含みうる。仮想セルは、マクロセルのセット、１つのマクロセル、中継器
、等を含みうる。
【０００６】
　[0006]４Ｇ　ＬＴＥアドバンストセル間協調（ＣｏＭＰ）システムは、セルエッジでさ
えも最適な性能が達成されることを保証するために、いくつかのポイントによって協調さ
れたＵＥにデータを送り、ＵＥからデータを受信するように使用されうる。ＬＴＥ　Ｃｏ
ＭＰは、本質的に、多様な異なる基地局にわたる送信および受信の動的な協調を可能にす
る一連の異なる技術である。目的は、ユーザのための全体の品質を改善し、ネットワーク
の利用を改善することである。本質的に、ＬＴＥアドバンストＣｏＭＰは、特に、性能が
低下するセル境界で、セル間干渉（ＩＣＩ）を有用な信号に変える。
【０００７】
　[0007]ＣｏＭＰは、複数の送信モード、例えば、ジョイント処理（ＪＰ：Joint Proces
sing）モード、動的ポイント選択（ＤＰＳ：dynamic point selection）、ジョイント受
信、協調スケジューリング／ビームフォーミング（ＣＳ／ＣＢ）モード、等を有しうる。
ＪＰモードでは、モバイルデバイスのためのダウンリンクデータは、いくつかのロケーシ
ョンから同時に送信されうる（合同送信（Joint Transmission））。より単純な代替手段
は、データがいくつかのロケーションで利用可能であるが、データが任意のある時間で１
つのロケーションから一般に送信される、ＤＰＳである。ＣＳ／ＣＢモードでは、モバイ
ルデバイスのためのダウンリンクデータは、典型的に利用可能であり、あるポイントから
送信される。スケジューリングおよびオプションのビームフォーミング決定は、一般に、
ＣｏＭＰセットにおけるすべてのセルの間で行なわれる。送信が実行されるロケーション
は、半静的に変更されることができる。
【０００８】
　[0008]ＣｏＭＰは、一般に、４つの異なる展開シナリオを有しうる：同種ネットワーク
ｅＮＢ内ＣｏＭＰ（シナリオ１）；同種ｅＮＢ間ＣｏＭＰ（シナリオ２）；ｅＮＢが異な
る物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）で構成される異種ネットワーク（シナリオ３）；
ｅＮＢが同じＰＣＩで構成される異種ネットワーク（シナリオ４）。シナリオ１とシナリ
オ２は、両方とも同種ネットワークのためのものであり、光ファイバーがバックチャネル
通信のための物理ノード間で展開されるかどうかで異なる。シナリオ２では、光ファイバ
ーは、ｅＮＢに、より大きなエリアにわたってＣｏＭＰのためのリモート無線ヘッド（Ｒ
ＲＨ）を動作することを許容する。シナリオ３とシナリオ４は、両方とも異種ネットワー
クのためのものであるが、シナリオ４では、マクロセルのエリアにおける低電力送信機が
マクロセルと同じ物理セルアイデンティティを共有することを可能にする点で異なる。
【０００９】
　[0009]シナリオ１では、単一のｅＮＢ基地局の場所は、各々がセクタを担う、３つ以上
のセルから成り立ちうる。このシナリオでは、ｅＮＢは、３つ以上のセルスケジューラの
各々を制御しうる。このように、干渉を低減するために、２つのセルの間のエリアに位置
する加入者のために別のセル中で使用される１つのセルにおけるリソースブロックを空白
にする、またはｅＮＢのいくつかのセルによって合同送信をスケジュールすることが可能
である。このＣｏＭＰアプローチは、他のエンティティへの外部通信が要求されないよう
に実装するのが簡単である。しかしながらこのアプローチは、他のｅＮＢｓとの協調を欠
く。その結果として、２つの異なるｅＮＢの２つのセルの間に位置するモバイルデバイス
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に対するデータレートは、改善されえない。
【００１０】
　[0010]シナリオ２では、２つ以上のＲＲＨは、エリアにわたって分散され、光ファイバ
ーリンクにわたって単一のｅＮＢに接続されうる。これらの光ファイバーリンクは、ＲＲ
Ｈが光信号から、その後アンテナを通じて送信される、電磁信号に変換する、完全に生成
されたＲＦ信号をトランスポートしうる。このＣｏＭＰアプローチは、第１のアプローチ
よりはるかに大きなエリア中の送信ポイントを強調させることができるが、その実際的な
実装は、ファイバーインフラストラクチャが中央ｅＮＢとＲＲＨを接続するために適所に
置かれなければならないのでより困難になりうる。従来の銅線ベースのインフラストラク
チャは、ＲＦ信号、ノードの間の協調のための低いレイテンシ要求、およびケーブル設置
の長さによって要求される超高速データレートによりこの目的に対しては不十分になりう
る。
【００１１】
　[0011]シナリオ３および４では、別のＣｏＭＰアプローチは、ショッピングモールにお
ける異なるロケーションおよび建物の一部のような、ホットスポットをカバーするために
マクロセルのエリア中にいくつかの低電力送信機を利用する。このアプローチは、マクロ
セルを介して一般的なカバレージを達成し、とても限定された範囲を持つローカル送信機
を介して局所的なトラフィックをオフロードすることで他の場所で干渉を低減する。実装
は、２つの方法で実行されることができる。局所的な送信は、それら自身のセルＩＤを有
し、したがって、モバイルデバイスの観点からすれば独立セルとして働きうる。しかしな
がらネットワークの観点からすれば、それらのセルは、シナリオ２などの場合、高電力出
力の代わりに低電力出力を持つＲＲＨに類似する。別のオプションは、以上で定義される
ように、低電力出力を持つが個別のセルＩＤを持たないＲＲＨを使用しうる。この場合で
は、局所信号は、モバイルデバイスのためのマクロセルカバレージと区別つかなくなる。
再度、光ファイバーケーブル設置は、中央ｅＮＢに低い電力が供給される送信機を接続す
るように要求される。
【００１２】
　[0012]干渉抑制および干渉キャンセルは、通信を改善する手段としてＵＥによって実行
されうる。干渉抑制および干渉キャンセルのための多くの技術は、様々な方法で開発され
ており実装されている。一般的に、干渉抑制および干渉キャンセルは、セル内干渉とセル
間干渉、同種ネットワークと異種ネットワーク、制御チャネルとデータチャネル、および
広範囲の信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）値を考慮する必要がある。しかしながら、
ＣｏＭＰの導入は、干渉抑制および干渉キャンセルに対して一般的に不都合な特徴のセッ
トを導入する。
【発明の概要】
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、ワイヤレス通信を実行するための方法は、１つまたは複数
のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルのセットを構成することを含み
、セットのうちの１つまたは複数の仮想セルは、少なくとも１つのパラメータと関連付け
られる。方法はさらに、１つまたは複数の仮想セルのセットに関して、ＵＥに、情報を送
信することを含む。方法は、１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの同じ仮想セルの
ために、１つまたは複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてのためのパラメータの同じ
セットに従って動作することをさらに含む。
【００１４】
　[0014]他の態様では、ワイヤレス通信を実行する方法は、ユーザ機器（ＵＥ）のための
、１つまたは複数の仮想セルのセットに関する情報をノードから受信することを含み、仮
想セルのうちの１つまたは複数は、パラメータのセットと関連付けられる。方法は、ノー
ドと通信することをさらに含み、通信は、仮想セルのうちの１つまたは複数の間の少なく
とも１つの仮想セルとその関連付けられたパラメータのセットに少なくとも部分的に基づ
く。
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【００１５】
　[0015]追加の態様では、ワイヤレス通信を実行するための装置は、１つまたは複数のユ
ーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルのセットを構成するための手段を含
み、セットのうちの１つまたは複数の仮想セルは、少なくとも１つのパラメータのセット
と関連付けられる。装置は、ＵＥに、１つまたは複数の仮想セルのセットに関する情報を
送信するための手段をさらに含む。装置はさらに、１つまたは複数の仮想セルのセットの
うちの同じ仮想セルのために、１つまたは複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてに対
するパラメータの同じセットにしたがって動作するための手段を含む。
【００１６】
　[0016]さらなる態様では、ワイヤレス通信を実行するための装置は、ユーザ機器（ＵＥ
）のための、１つまたは複数の仮想セルのセットに関する情報をノードから受信するため
の手段を含み、仮想セルのうちの１つまたは複数は、パラメータのセットと関連付けられ
る。装置は追加として、ノードと通信するための手段を含み、通信は、仮想セルのうちの
１つまたは複数の間の少なくとも１つの仮想セルおよびその関連付けられたパラメータの
セットに少なくとも部分的に基づく。
【００１７】
　[0017]他の態様では、コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を含む。
コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のため
の１つまたは複数の仮想セルのセットを構成することを行わせるコードを含み、１つまた
は複数の仮想セルのセットは、少なくとも１つのパラメータのセットと関連付けられる。
コンピュータ可読媒体は追加として、コンピュータに、１つまたは複数の仮想セルのセッ
トに関する情報を、ＵＥに、送信させるためのコードを含む。コンピュータ可読媒体はさ
らに、コンピュータに、１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの同じ仮想セルのため
の、１つまたは複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてのための同じパラメータのセッ
トに従って動作させるためのコードを含む。
【００１８】
　[0018]追加の態様では、コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を含む
。コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、１つまたは複数の仮想セルのセットに関す
るユーザ機器（ＵＥ）のための情報を、ノードから、受信させるためのコードを含み、仮
想セルのうちの１つまたは複数は、パラメータのセットと関連付けられる。コンピュータ
可読媒体は追加として、コンピュータに、ノードと通信させるためのコードを含み、通信
は、仮想セルのうちの１つまたは複数の間の少なくとも１つの仮想セルとその関連するパ
ラメータのセットに少なくとも部分的に基づく。
【００１９】
　[0019]さらなる態様では、ワイヤレス通信を実行する基地局は、少なくとも１つのプロ
セッサと該少なくとも１つのプロセッサに結合したメモリとを含む。少なくとも１つのプ
ロセッサは、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルの
セットを構成するように構成され、１つまたは複数の仮想セルのセットは、少なくとも１
つのパラメータのセットと関連付けられる。少なくとも１つのプロセッサは追加として、
ＵＥに、１つまたは複数の仮想セルのセットに関する情報を送信するように構成される。
少なくとも１つのプロセッサはさらに、１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの同じ
仮想セルのために、１つまたは複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてのための同じパ
ラメータのセットに従って構成される。
【００２０】
　[0020]他の態様では、ワイヤレス通信を実行するユーザ機器は、少なくとも１つのプロ
セッサと該プロセッサに結合したメモリとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、ユー
ザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セルのセットに関する情報を、ノードか
ら受信するように構成され、仮想セルのうちの１つまたは複数は、パラメータのセットと
関連付けられる。少なくとも１つのプロセッサは追加として、ノードと通信するようにさ
らに構成され、通信は、仮想セルのうちの１つまたは複数の間の少なくとも１つの仮想セ
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ルとその関連付けられたパラメータのセットに少なくとも部分的に基づく。
【００２１】
　[0021]本開示のさまざまな態様および特徴が、以下でさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】テレコミュニケーションシステムの例を概念的に説明するブロック図。
【図２】テレコミュニケーションシステムにおけるダウンリンクフレーム構造の例を概念
的に説明するブロック図。
【図３】本開示の１つの態様にしたがって構成されるノードＢとＵＥの設計を概念的に説
明するブロック図。
【図４】本開示の１つの態様にしたがう仮想セル構成を概念的に説明するブロック図。
【図５】基地局によってワイヤレス通信を実行するためのプロセスの例示のブロックを説
明するブロック図。
【図６】ＵＥによってワイヤレス通信を実行するための処理のためのプロセスの例のブロ
ックを説明するブロック例。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　[0028]添付図面に関連して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明として意
図され、本明細書に説明される概念が実現されうる唯一の構成を表すようには意図されな
い。詳細な説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供する目的で、特定の詳細を含む。
しかしながら、これらの概念がこれら特定の詳細なしに実現されうることは当業者にとっ
て明らかであろう。いくつかの事例では、周知の構造およびコンポーネントは、このよう
な概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で示される。
【００２４】
　[0029]本明細書に記述される技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のネットワークのような、さまざまなワイヤレス通信ネットワー
クのために使用されうる。用語「ネットワーク」および「システム」は、しばしば置換可
能に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサルテレストリアルラジオアクセス
（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００、等のような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、広帯
域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ＣＤＭＡ２
０００は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする
。ＴＤＭＡネットワークは、グローバルシステムフォーモバイル通信（ＧＳＭ（登録商標
））のような無線技術を実装しうる。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－
ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ
－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯ
ＦＤＭ（Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ）、等の無線技法を実装しうる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴ
ＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部であ
る。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴ
Ｅ－Ａ）は、ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト」（３ＧＰＰ）と呼ばれる団体からの文書に説明される。ｃｄｍａ２０００
およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と呼ばれ
る団体からの文書に説明される。本明細書で説明される技術は、上述されたワイヤレスネ
ットワークおよび無線技術のみならず、他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のた
めに使用されうる。明確のために、技術のある態様は、ＬＴＥのために以下に記述され、
ＬＴＥ技術は、以下の記述の大部分で使用される。
【００２５】
　[0030]図１は、ＬＴＥネットワークでありうる、ワイヤレス通信ネットワーク１００を
示す。ワイヤレスネットワーク１００は、多くの発展型ノードＢ（ｅノードＢ）１１０お
よび他のネットワークエンティティを含みうる。ｅノードＢは、ＵＥと通信する局であり
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、基地局、アクセスポイント、等とも称されうる。ノードＢは、ＵＥと通信する局の別の
例である。
【００２６】
　[0031]各ｅノードＢ１１０は、特定の地理的エリアのための通信カバレージを提供し得
る。３ＧＰＰにおいて、用語「セル」は、用語が使用されるコンテキストに依存して、こ
のカバレージエリアをサービスするｅノードＢおよび／またはｅノードＢサブシステムの
カバレージエリアに言及することができる。
【００２７】
　[0032]ｅノードＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイ
プのセルのための通信カバレージを提供しうる。マクロセルは、比較的大きい地理的領域
（例えば、半径数キロメートル）をカバーし、サービスサブスクリプションを持つＵＥに
よる無制限のアクセスを可能にしうる。ピコセルは、比較的小さい地理的領域をカバーし
、サービスサブスクリプションを持つＵＥによる無制限のアクセスを可能にしうる。フェ
ムトセルは、比較的小さい地理的領域（例えば住宅）をカバーし、フェムトセルと関係を
有するＵＥ（例えば、クロ－ズド加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、住宅内のユーザの
ためのＵＥ、等）による制限されたアクセスを可能にしうる。マクロセルのためのｅノー
ドＢは、マクロｅノードＢと称されうる。ピコセルのためのｅノードＢは、ピコｅノード
Ｂと称されうる。フェムトセルのためのｅノードＢは、フェムトｅノードＢまたはホーム
ｅノードＢと称されうる。図１に示される例では、ｅノードＢ１１０ａ、１１０ｂ、およ
び１１０ｃはそれぞれ、マクロセル１０２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃのためのマクロ
ｅノードＢでありうる。ｅノードＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅノード
Ｂでありうる。ｅノードＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフェムトセル１０２ｙお
よび１０２ｚのためのフェムトｅノードＢでありうる。ｅノードＢは、１つまたは複数の
（例えば３つの）セルをサポートしうる。
【００２８】
　[0033]ワイヤレスネットワーク１００はさらに、中継局を含みうる。中継局は、アップ
ストリーム局（例えば、ｅノードＢまたはＵＥ）からのデータおよび／または他のデータ
の送信を受信し、ダウンストリーム局（例えば、ＵＥまたはｅノードＢ）にデータおよび
／または他のデータの送信を送信する局である。中継局はさらに、他のＵＥのための送信
を中継するＵＥでありうる。図１に示される例では、中継局１１０ｒは、ｅノードＢ１１
０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を容易にするために、ｅノードＢ１１０ａおよびＵＥ１
２０ｒと通信しうる。中継局はまた、中継器ｅノードＢ、中継器、等と称されうる。
【００２９】
　[0034]ワイヤレスネットワーク１００は、例えば、マクロｅノードＢ、ピコｅノードＢ
、フェムトｅノードＢ、中継器、等の異なるタイプのｅノードＢを含む異種ネットワーク
でありうる。これらの異なるタイプのｅノードＢは、ワイヤレスネットワークにおける、
異なる送信電力レベル、異なるカバレージエリア、および干渉への異なる影響を有しうる
。たとえば、マクロｅノードＢが高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有する
一方、ピコｅノードＢ、フェムトｅノードＢ、および中継器は、より低い送信電力レベル
（たとえば、１ワット）を有しうる。
【００３０】
　[0035]ワイヤレスネットワーク１００は、同期または非同期動作をサポートしうる。同
期動作に対して、ｅノードＢは、同様のフレームタイミングを有し、異なるｅノードＢか
らの送信は、時間においてほぼアラインされうる。非同期動作に対して、ｅノードＢは、
異なるフレームタイミングを有し、異なるｅノードＢからの送信は、時間においてアライ
ンされえない。本明細書に記述された技術は、同期および非同期動作の両方に使用されう
る。
【００３１】
　[0036]ネットワークコントローラ１３０は、ｅノードＢのセットに結合し、これらのｅ
ノードＢのための調整および制御を提供しうる。ネットワークコントローラ１３０は、バ
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ックホールを介してｅノードＢ１１０と通信しうる。ｅＮＢｓ１１０はまた、例えば、ワ
イヤレスまたはワイヤーラインバックホールを介して直接的または間接的に、お互い通信
しうる。
【００３２】
　[0037]ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分布され、各ＵＥ
は、ステイショナリーまたはモバイルでありうる。ＵＥはまた、端末、移動局、加入者ユ
ニット、局、等と称されうる。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス
モデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、
コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、等を含みうる。ＵＥは、マク
ロｅノードＢ、ピコｅノードＢ、フェムトｅノードＢ、中継器、等と通信することができ
うる。図１では、両側矢印の実線は、ＵＥとサービングｅノードＢとの間の所望の送信を
示し、サービングｅノードＢは、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でＵＥにサ
ービスするように指定されたｅノードＢである。両側矢印の破線は、ＵＥとｅノードＢと
の間の干渉する送信を示す。
【００３３】
　[0038]ＬＴＥは、ダウンリンク上で直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用し、アップ
リンク上で単一キャリア周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭおよびＳ
Ｃ－ＦＤＭは、一般に、トーン、ビン、等と称されうる複数の（Ｋ）直交サブキャリアに
システム帯域幅を分割する。各サブキャリアは、データで変調されうる。一般に、変調シ
ンボルは、ＯＦＤＭを持つ周波数領域およびＳＣ－ＦＤＭを持つ時間領域中で送られる。
近隣サブキャリアの間の間隔は、固定され、サブキャリアの合計数（Ｋ）は、システム帯
域幅に依存しうる。例えば、サブキャリアの間隔は、１５ｋＨｚであり、（リソースブロ
ックと呼ばれる）最小のリソース割り振りは、１２個のサブキャリア（または１８０ｋＨ
ｚ）でありうる。従って、ノミナルＦＦＴサイズは、１．２５、２．５、５、１０、また
は２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対して、それぞれ、１２８、２５６、５
１２、１０２４、または２０４８に等しくなりうる。システム帯域幅はまた、サブバンド
に分割されうる。例えば、サブバンドは、１．０８ＭＨｚ（つまり６つのリソースブロッ
ク）をカバーし、１．２５、２．５、５、１０、または２０ＭＨｚのシステム帯域幅に対
して、それぞれ１、２、４、８、または１６のサブバンドがありうる。
【００３４】
　[0039]図２は、ＬＴＥにおける使用されるダウンリンクフレーム構成を示す。ダウンリ
ンクのための送信タイムラインは、無線フレームの単位に分割されうる。各無線フレーム
は、所定の持続時間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し、０乃至９のインデクスを持
つ１０個のサブフレームに分割されうる。各サブフレームは、２つのスロットを含みうる
。したがって、各無線フレームは、０乃至１９のインデックスを持つ２０個のスロットを
含みうる。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、例えば、（図２に示すような）通常のサ
イクリックプレフィックスに対して７個のシンボル期間、または拡張されたサイクリック
プレフィックスに対して６個のシンボル期間を含みうる。各サブフレームにおける２Ｌ個
のシンボル期間は、０乃至２Ｌ－１のインデックスが割り当てられうる。利用可能な時間
周波数リソースは、リソースブロックに分割されうる。各リソースブロックは、１つのス
ロットにおいてＮ個のサブキャリア（例えば、１２個のサブキャリア）をカバーしうる。
【００３５】
　[0040]ＬＴＥでは、ｅノードＢは、ｅノードＢにおける各セルのためにプライマリ同期
信号（ＰＳＳ）とセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を送りうる。プライマリ同期信号および
セカンダリ同期信号は、図２に示されるように、通常のサイクリックプレフィックスを持
つ各無線フレームのサブフレーム０および５の各々中の、シンボル期間６と５においてそ
れぞれ送られうる。同期信号は、セル検出および獲得のためにＵＥによって使用されうる
。ｅノードＢは、サブフレーム０のスロット１におけるシンボル期間０乃至３において物
理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送りうる。ＰＢＣＨは、ある特定のシステム
情報を搬送しうる。



(17) JP 6185144 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

【００３６】
　[0041]ｅノードＢは、図２における全体の第１のシンボル期間に描かれているが、各サ
ブフレームの第１のシンボル期間の一部のみで物理制御フォーマットインジケータチャネ
ル（ＰＣＦＩＣＨ）を送りうる。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるシン
ボル期間の数（Ｍ）を伝達し、ここで、Ｍは、１、２、または３に等しく、サブフレーム
ごとに変わりうる。Ｍはまた、例えば、１０個未満のリソースブロックを持つ、小さなシ
ステム帯域幅に対して４と等しくなりうる。図２に示される例において、Ｍ＝３である。
ｅノードＢは、（図２においてＭ＝３となる）各サブフレームの第１のＭシンボル期間中
に物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）と物理ダウンリンク制御チャネル（
ＰＤＣＣＨ）を送りうる。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動伝送（ＨＡＲＱ）をサポート
するために情報を搬送しうる。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのアップリンクおよびダウンリ
ンクのリソース割り振りに関する情報およびアップリンクチャネルのための電力制御情報
を搬送しうる。図２における第１のシンボル期間において図示されていないが、ＰＤＣＣ
ＨとＰＨＩＣＨはまた、第１のシンボル期間に含まれることが理解される。同様に、ＰＨ
ＩＣＨおよびＰＤＣＣＨはまた、図２に示されていないが、第２のシンボル期間および第
３のシンボル期間の両方にある。ｅノードＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間に
おいて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を送りうる。ＰＤＳＣＨは、ダウ
ンリンク上でのデータ送信のために予定されたＵＥのためのデータを搬送しうる。ＬＴＥ
における様々な信号およびチャネルは、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access
 (E-UTRA); Physical Channels and Modulation,」と題する、３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１
１に説明されており、これは公に入手可能である。
【００３７】
　[0042]ｅノードＢは、ｅノードＢによって使用されるシステム帯域幅の中心である１．
０８ＭＨｚにおいて、ＰＳＣ、ＳＳＣ、およびＰＢＣＨを送りうる。ｅノードＢは、これ
らのチャネルが送られる各シンボル期間において、システム帯域幅全体にわたり、ＰＣＦ
ＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送りうる。ｅノードＢは、システム帯域幅のある特定の部分に
おいてＵＥのグループにＰＤＣＣＨを送りうる。ｅノードＢは、システム帯域幅の特定の
部分において特定のＵＥにＰＤＳＣＨを送りうる。ｅノードＢは、すべてのＵＥにブロー
ドキャスト方法でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り、特
定のＵＥにユニキャスト方法でＰＤＣＣＨを送り、また、特定のＵＥにユニキャスト方法
でＰＤＳＣＨを送りうる。
【００３８】
　[0043]多数のリソースエレメントは、各シンボル期間において利用可能でありうる。各
リソース要素は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリアをカバーし、実数値ま
たは複素数値でありうる、１つの変調シンボルを送るために使用されうる。各シンボル期
間において基準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥ
Ｇ）へ配置されうる。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間における４つのリソース要素を含
みうる。ＰＣＦＩＣＨは、４つのＲＥＧを占有し、それらは、シンボル期間０において、
周波数にわたってほぼ均等に間隔をあけられうる。ＰＨＩＣＨは、３つのＲＥＧを占有し
、それらは、１つまたは複数の設定可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡散
されうる。例えば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０に属しう
るか、またはシンボル期間０、１および２において拡散されうる。ＰＤＣＣＨは、９、１
８、３２、または６４個のＲＥＧを占有し、それらは、最初のＭ個のシンボル期間におい
て、利用可能なＲＥＧから選択されうる。ＲＥＧのある特定の組み合わせのみが、ＰＤＣ
ＣＨに対して許可されうる。
【００３９】
　[0044]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧが既知
でありうる。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの異なる組み合わせを探索しうる。探索
する組み合わせの数は、典型的に、ＰＤＣＣＨに対して許可される組み合わせの数よりも
少ない。ｅノードＢは、ＵＥが探索することになる組み合わせのうちのいずれかにおいて
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ＵＥにＰＤＣＣＨを送信しうる。
【００４０】
　[0045]ＵＥは、複数のｅノードＢのカバレージ内にあり得る。これらのｅノードＢのう
ちの１つが、ＵＥにサービスするために選択され得る。サービングｅノードＢは、受信電
力、パスロス、信号対雑音比（ＳＮＲ）、等のようなさまざまな判定基準に基づいて選択
され得る。
【００４１】
　[0046]図３は、基地局／ｅノードＢ１１０およびＵＥ１２０の設計のブロック図を示し
、これらは、図１における基地局／ｅノードＢのうちの１つ、およびＵＥのうちの１つで
ありうる。制限された関連付けシナリオに対して、ｅノードＢ１１０は、図１中のマクロ
ｅノードＢ１１０ｃであり、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０ｙでありうる。基地局１１０は、
アンテナ３３４ａ乃至３３４ｔを装備し、ＵＥ１２０は、アンテナ３５２ａ乃至３５２ｒ
を装備しうる。
【００４２】
　[0047]基地局１１０で、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデータを受
信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信しうる。制御情報は、ＰＢＣ
Ｈ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、等のためのものでありうる。データは、Ｐ
ＤＳＣＨ、等のためのものでありうる。プロセッサ３２０は、データシンボルと制御シン
ボルをそれぞれ取得するために、データと制御情報を処理しうる（例えば、符号化しシン
ボルマップする）。プロセッサ３２０はまた、例えば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有
基準信号のために基準シンボルを生成しうる。送信（ＴＸ）多入力／多出力（ＭＩＭＯ）
プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または
基準シンボル上で空間処理（例えばプリコーディング）を実行し、出力シンボルストリー
ムを変調器（ＭＯＤ）３３２ａ乃至３３２ｔに提供する。各変調装置３３２は、出力サン
プルストリームを取得するために（例えば、ＯＦＤＭ、等のための）個別の出力シンボル
ストリームを処理しうる。各変調装置３３２は、ダウンリンク信号を取得するために出力
サンプルストリームをさらに処理しうる（例えば、アナログへ変換し、増幅し、フィルタ
に掛け、アップコンバートする）。変調器３３２ａ乃至３３２ｔからのダウンリンク信号
は、それぞれアンテナ３３４ａ乃至３３４ｔを介して送信されうる。
【００４３】
　[0048]ＵＥ１２０で、アンテナ３５２ａ乃至３５２ｒは、ｅノードＢ１１０からダウン
リンク信号を受信し、それぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ乃至３５４ｒに受信した信
号を提供しうる。各復調器３５４は、入力サンプルを取得するために、各受信信号を調整
しうる（例えば、フィルタに掛け、増幅し、ダウンコンバートし、デジタル化する）。各
復調器３５４は、（例えば、ＯＦＤＭ、等のための）受信シンボルを取得するために入力
サンプルをさらに処理しうる。ＭＩＭＯ検出器３５６は、全ての復調器３５４ａ乃至３５
４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合、受信したシンボル上でＭＩＭＯ検出を
実行し、検出されたシンボルを提供しうる。受信プロセッサ３５８は、検出されたシンボ
ルを処理し（例えば、復調し、デインタリーブし、復号し）、ＵＥ１２０のための復号デ
ータをデータシンク３６０に提供し、コントローラ／プロセッサ３８０に復号制御情報を
提供しうる。
【００４４】
　[0049]アップリンク上で、ＵＥ１２０で、送信プロセッサ３６４は、データソース３６
２から（例えば、ＰＵＳＣＨのための）データと、コントローラ／プロセッサ３８０から
（例えば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報とを受信し処理しうる。送信プロセッサ３６４
はまた、基準信号のための基準シンボルを生成しうる。送信プロセッサ３６４からのシン
ボルは、適用可能な場合、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６によってプリコードされ、（
例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、等のために）変調器３５４ａ乃至３５４ｒによってさらに処理さ
れ、ｅＮＢ１１０に送信されうる。ｅノードＢ１１０で、ＵＥ１２０からのアップリンク
信号は、ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータおよび制御情報を取得するために
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、アンテナ３３４によって受信され、復調器３３２によって処理され、適用可能な場合、
ＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、受信プロセッサ３３８によって処理されうる。
受信プロセッサ３３８は、復号されたデータをデータシンク３３９に提供し、復号された
制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に提供しうる。
【００４５】
　[0050]コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれ、ｅノードＢ１１０
およびＵＥ１２０での動作を指示しうる。ｅノードＢ１１０でのプロセッサ３４０および
／または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書に記載された技術のための様々な
プロセスのエグセキューションを実行するまたは指示しうる。ＵＥ１２０でのプロセッサ
３８０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、図５および６ｆに説明される
機能ブロック、および／または、本明細書で記述される技術のための他のプロセスのエグ
ゼキューションを実行または指示しうる。メモリ３４２および３８２は、それぞれｅノー
ドＢ１１０およびＵＥ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶しうるスケジ
ューラ３４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上のデータ送信のためにＵＥ
をスケジュールしうる。
【００４６】
　[0051]前に記述したように、ＣｏＭＰの導入は、干渉抑制および干渉キャンセルに対し
て一般に不都合な特徴のセットを導入する。これらの厄介な問題は、データ領域干渉キャ
ンセルに関係する複雑さに一部分由来する。この複雑さは、以下で概説されるように、デ
ータ領域干渉キャンセル中の変化に由来する。
【００４７】
　[0052]データ領域キャンセルでは、１つまたは複数の試みは、セルからの制御送信およ
び／または固有データをキャンセルするように行われ、このタイプのキャンセルは、関係
する変化の数に起因して多くの複雑さを含む。例えば、データ送信は、ユニキャストまた
はブロードキャストであり、特定の送信と関付けられた無線ネットワーク仮識別子（ＲＮ
ＴＩ）は、理論的には、１６ビットまでの任意の値でありうる。追加として、多数の送信
スキーム（例えば、空間周波数ブロックコード（ＳＦＢＣ：space-frequency block code
）ベースの送信、ランク１乃至８プリコード送信、等）が存在し、データ送信のための基
準信号は、セル固有基準信号（ＣＲＳ）またはＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）に基づき
うる。さらに、セルアイデンティティは、物理セルアイデンティティまたは仮想セルアイ
デンティティであり、レートマッチングスキームは、様々なファクタに依存しうる。さら
に、変調次数は、直交振幅変調（ＱＡＭ）の観点では、大幅に変わり（例えば１６ＱＡＭ
、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ、等）、電力レベルは、任意の値でありえ、ＰＤＳＣＨのた
めの３つのタイプのリソース割り振りがある。さらに、干渉は、特にセルにわたる個別の
制御領域サイズを持つ、制御チャネルまたはデータチャネル（例えば、ＰＤＣＣＨ、ＥＰ
ＤＣＣＨ、またはＰＤＳＣＨ）を含みうる。したがって、データ領域干渉キャンセルにお
けるこれらの変化は、データ領域干渉キャンセルにおける複雑さをもたらし、それは、同
様に、ＣｏＭＰに関連する厄介な問題をもたらす。
【００４８】
　[0053]以上で述べられるように、ＣｏＭＰは、干渉抑制および／または干渉キャンセル
に対して一般に不都合な特徴のセットと関連付けられる。例えば、ＵＥ固有割り当ての一
部としてＲＳスクランブリングのために使用される１ビットスクランブリングコード識別
子（ｎｓｃｉｄ）を含む、アンテナポート７－１４のためのＵＥ－ＲＳベースのスクラン
ブリングのためのオプションが非常に限定された数であった。しかしながら、ＣｏＭＰは
、送信モード１０を持つ追加のＵＥ固有情報を導入する。
【００４９】
　[0054]送信モード１０は、ＣＲＳの代わりに、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）およびＵＥ－ＲＳを使用してＭＩＭＯを提供することができる。送信モードは、セル
無線ネットワーク仮識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を使用してＰＤＳＣＨを復号するようにＵＥ
を構成するために、ｅノードＢによって使用されうる。ｅノードＢは、ＰＤＣＣＨおよび
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ＰＤＳＣＨをプリコードおよび復号するためにセル中のＵＥに無線ネットワーク仮識別子
（ＲＮＴＩ）を割り当てることができる。送信モード１０は、８本までのアンテナ上で送
信されるＭＩＭＯのために構成されることができる。ランク（またはレイヤ）は、送信（
または受信）のために使用されるアンテナの数を指すことができる。例えば、４のランク
は、４本のアンテナのために構成されるＭＩＭＯ送信を指すことができる。４つのレイヤ
を使用することは、４本のアンテナまたは４つのアンテナポートのために構成されたＭＩ
ＭＯ送信を指すことができる。送信モード１０は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォ
ーマット２Ｄを含むことができ、それは、ＰＤＳＣＨリソースマッピングおよび疑似コロ
ケーションインジケータ（ＰＱＩ：Quasi-Co-Location Indicator）を示すための少なく
とも２ビットを含むことができる。ＰＱＩのための２ビットは、ｅＮＢに、例えば、ＰＤ
ＳＣＨ開始シンボル、ＣＲＳポートの数、ＣＲＳ周波数シフト、非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ
構成インデックス、等を含む、擬似コロケーションパラメータおよびＰＤＳＣＨリソース
マッピングの４つまでのセットのうちの１つを動的に示すことを可能にすることができる
。さらに、ＵＥ－ＲＳスクランブリングのためのセルアイデンティティは、もはや必ずし
も物理セルアイデンティティでなく、ＵＥ依存になる。従って、セルから送信されたＰＤ
ＳＣＨは、必ずしも物理セルアイデンティティと同じでなく、仮想セルアイデンティティ
になりうる。例えば、２つの仮想セルアイデンティティのための無線リソース制御構成を
考慮すると、　
【００５０】
【数１】

【００５１】
であり、ここで、ＤＣＩフォーマット２Ｄにおけるｎscid（ランク１または２）は、どれ
を使用するのかを示す。仮想セルアイデンティティの数が制限されない限り、ポート７－
１４のブラインド検出は、非実用的であることが容易に認識されることができる。
【００５２】
　[0055]ＣｏＭＰに関連する追加の厄介な問題はまた、干渉抑制および／または干渉キャ
ンセルに対して存在する。例えば、ＰＤＳＣＨのためにレートマッチングは、典型的に、
開始シンボル、ＣＲＳポートと周波数シフト、ＣＳＩ－ＲＳ構成、およびサブフレームタ
イプに依存する。例えば、サブフレームタイプは、多重ブロードキャスト単一周波数ネッ
トワーク（ＭＢＳＦＮ）、非ＭＢＳＦＮ、ＴＤＤにおけるスペシャルサブフレーム、ＣＳ
Ｉ－ＲＳが存在するかどうか、ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＰＢＣＨが存在するかどうか、等を含む
。
【００５３】
　[0056]ＰＤＳＣＨのための開始シンボルを取り扱うことは、送信モード１０において困
難になりうる。例えば、ＵＥは、一般的にサービングセルのＰＣＦＩＣＨがサービングセ
ルによるＰＤＳＣＨ送信の開始シンボルを決定すると前もって仮定することができた。し
かしながら、送信モード１０であれば、開始シンボルオプションは、増加する。例えば、
ＤＣＩフォーマット２Ｄであれば、開始シンボルは、４つの無線リソース制御（ＲＲＣ）
構成のうちの１つを示す２ビットＰＱＩの次に来る。さらに、非ＭＢＳＦＮサブフレーム
およびＰＤＣＣＨ中のＤＣＩフォーマット１Ａであれば、開始シンボルは、ＰＣＦＩＣＨ
の次に来る。さらに、非ＭＢＳＦＮサブフレームおよびＥＰＤＣＣＨ中のＤＣＩフォーマ
ット１Ａであれば、開始シンボルは、ＥＰＤＣＣＨの次に来る。さらに、（ポート７に基
づく）ＭＢＳＦＮサブフレーム中のＤＣＩフォーマット１Ａであれば、開始シンボルは、
第１のＲＲＣ構成の次に来る。
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【００５４】
　[0057]ＣＲＳポートおよび周波数シフトを取り扱うことは、送信モード１０においてさ
らに困難になりうる。例えば、ＵＥは、ＣＴＳポートおよび周波数シフトがサービングセ
ルＣＲＳに基づくと前もって仮定することができた。しかしながら、送信モード１０であ
れば、ＣＲＳポートおよび周波数シフトオプションは、増加する。例えば、ＤＣＩフォー
マット２Ｄであれば、ＣＲＳポートおよび周波数シフトは、４つのＲＲＣ構成のうちの１
つを示す２ビットＰＱＩの後に来る。さらに、非ＭＢＳＦＮサブフレーム中のＤＣＩフォ
ーマット１Ａであれば、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨにかかわらず、ＣＲＳポートおよび周
波数シフトは、サービングセルの後に来る。また、（ポート７に基づいて）ＭＢＳＦＮサ
ブフレーム中のＤＣＩフォーマット１Ａであれば、ＣＲＳポートおよび周波数シフトは、
ＰＱＩ中の第１のＲＲＣ構成の後に来る。
【００５５】
　[0058]ＣＳＩ－ＲＳを取り扱うことは、送信モード１０において追加の厄介な問題であ
る。例えば、ＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳのために使用された同じ物理セルアイデンティティを
推測することができたが、特に、以上で記述した仮想セルアイデンティティを持つ、ＵＥ
固有構成は、そのような仮定を妨げる。また、ＵＥは、ＰＤＳＣＨレートがＵＥのための
全てのＣＳＩ－ＲＳ構成と一致すると前もって仮定することができた。しかしながら、送
信モード１０であれば、ＰＤＳＣＨレートは、ＵＥのために構成されたおよそすべてゼロ
パディング（ＺＰ）ＣＳＩ－ＲＳと一致するが、ＰＤＳＣＨレートは、ＤＣＩ　２Ｄ中に
動的に示される３つの非ゼロパディング（ＮＺＰ）構成の中のおよそ１つと一致する。ま
た、ＤＣＩフォーマット１Ａであれば、ＭＢＳＦＮサブフレームでは、ＰＤＳＣＨレート
は、ＲＲＣ構成中の第１の状態と一致するが、非ＭＢＳＦＮサブフレーム中のＤＣＩフォ
ーマット１Ａでは、ＰＤＳＣＨレートは、最も低いＣＳＩ－ＲＳインデックスと一致する
。
【００５６】
　[0059]干渉抑制および／または干渉キャンセルのためのＣｏＭＰに関連する厄介な問題
は、データを持つ制御の衝突にまでさらに及ぶ。例えば、制御領域は、様々なセルの間で
アラインされえない。さらに、前に記述したように、ＰＤＳＣＨ開始シンボルは、ＰＣＦ
ＩＣＨと共にアラインされえない。さらに、ＥＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨと衝突しうる。
【００５７】
　[0060]ＣｏＭＰに関連する厄介な問題は、特にＰＤＳＣＨを持つＥＰＤＣＣＨの衝突に
まで及びうる。例えば、ＥＰＤＣＣＨ開始シンボルは、送信モードに依存して、ＰＣＦＩ
ＣＨまたはＲＲＣ構成に基づきうる。結果として、送信モード１－９に対して、ＰＣＦＩ
ＣＨまたはＲＲＣのいずれかのために、ＵＥは、同じ開始シンボルがＰＣＦＩＣＨまたは
ＲＲＣのいずれかに基づくものであると仮定するが、同じ開始シンボルは、ＥＰＤＣＣＨ
およびＰＤＳＣＨのために使用されうる。しかしながら、送信モード１０に対して、２つ
のＥＰＤＣＣＨセットの各々は、ＰＤＳＣＨのためのあるＲＲＣ構成から導出されたその
開始シンボルを有する。さらに、ＥＰＤＣＣＨ仮想セルアイデンティティは、特にＵＥに
構成され、ＥＰＤＣＣＨ依存である。結果として、ＰＤＳＣＨと同様に、ＥＰＤＣＣＨ仮
想セルは、値の多数のセット（例えば異なる５０４までの値）から選択される結果として
、ＥＰＤＣＣＨのための仮想セルアイデンティティの数が制限されていない限り、ＥＰＤ
ＣＣＨのためのポート１０７乃至１１０のブラインド検出が非実用的になることは容易に
認識されることができる。
【００５８】
　[0061]図４は、概念的に仮想セル構成を説明するブロック図である。それに関して、マ
クロ基地局、マクロ１およびマクロ２は、３つの小規模セル、ＳＣ１、ＳＣ２、およびＳ
Ｃ３と、３つのＵＥ、ＵＥ１、ＵＥ２、およびＵＥ３と共に展開される。本開示の態様に
従って、ｅＮＢは、ＵＥのための仮想セルのセットを構成することによってＵＥの干渉抑
制および／または干渉キャンセルを支援し、各仮想セルは、物理パラメータの１つまたは
複数のセットと明示的に関連付けられうる。例えば、仮想セルＸに対して、物理パラメー
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タのセット、｛Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３｝が定義されうる。この例では、物理パラメータ
Ｐ１１は、ゼロに等しい周波数シフトを持つ２つのセル基準信号（ＣＲＳ）ポートを表し
、物理パラメータＰ１２は、ＥＰＤＳＣＣＨ／ＰＤＳＣＨがシンボル３からスタートする
ことを表し、物理パラメータＰ１３は、４つのポートを持つチャネル状態情報（ＣＳＩ）
構成インデックスを示しうる。さらに、物理パラメータの第２のセット、｛Ｐ２１、Ｐ２
２（Ｐ２３｝は、仮想セルＸのために定義されうる。この例では、物理パラメータＰ２１
は、ゼロに等しい周波数シフトを持つ２つのセル基準信号（ＣＲＳ）ポートを表し、物理
パラメータＰ２２は、ＰＣＩと関連付けられたＰＣＦＩＣＨ値に基づく開始シンボルＥＰ
ＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨを示し、物理パラメータＰ２３は、４つのポートを持つＣＳＩ構成
インデックスを示しうる。他の仮想セルＹおよびＺは、それら自身の物理パラメータのセ
ット、｛Ｐ３１、Ｐ３２、Ｐ３３｝、および｛Ｐ４１、Ｐ４２、Ｐ４３｝をそれぞれ有し
うる。ＵＥ２に対して、ｅＮＢは、以下の表１に明示されるような仮想セルアイデンティ
ティによってインデックスが付されたパラメータのセットのリスト、表、または他のデー
タ構造における仮想セルのセットを構成しうる。その後、２以上のパラメータセットが１
つの仮想セルと関連付けられる場合、ＵＥ２は、どのセットがサブフレームにおいて使用
されているか決定するためにブラインド検出を実行しうる。　
【００５９】
【表１】

【００６０】
　[0062]本開示の別の態様に従って、ｅＮＢは、ＵＥのための仮想セルのセットを構成す
ることによってＵＥの干渉抑制および／または干渉キャンセルを支援し、各仮想セルは、
物理パラメータの１つまたは複数のセットと暗黙的に関連付けられうる。例えば、ＣｏＭ
Ｐシナリオ３展開では、各ＵＥに対して、各仮想セルは、１つのＰＣＩにマップされ、す
べての物理レイヤパラメータは、対応する物理セルに基づいて導出されうる。ｅＮＢが以
下の表２に明示されるような仮想セルアイデンティティによってインデックスが付された
ＰＣＩを含むリスト、表、または他のデータ構造として、１つまたは複数のＵＥのための
仮想セルのセットの構成を生成しうることが想定される。　
【００６１】
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【００６２】
　[0063]ＣｏＭＰシナリオ４展開を含む別の例では、クラスタ中で、仮想セルは、各ＵＥ
のために同じＰＣＩにマップされうる。クラスタにわたって、各ＵＥのためのマッピング
は、１対１、または多対１でありうる。ｅＮＢが以下の表３に明示されるような仮想セル
アイデンティティによってインデックスが付されたＰＣＩを含むリスト、表、または他の
データ構造として、１つまたは複数のＵＥのための仮想セルのセットの構成を生成しうる
ことが想定される。　
【００６３】
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【表３】

【００６４】
上の表３の例では、ＵＥ１およびＵＥ２がクラスタ中にあり、したがって、ＵＥ１および
ＵＥ２のためのセット中に構成される仮想セルすべては、マクロ１のＰＣＩにマップされ
うる。しかしながら、クラスタにわたって、ＵＥ３は、仮想セルＸおよびＹのためのイン
デックスにマクロ１のためのＰＣＩの１対多マッピングを有し、仮想セルＺのためのイン
デックスにマクロ２のためのＰＣＩの１対１マッピングを有しうる。
【００６５】
　[0064]図５は、基地局によってワイヤレス通信を実行するプロセスの例示のブロックを
説明する機能ブロック図である。基地局は、ＵＥが干渉抑制および／または干渉キャンセ
ルを実行するのを支援する。以下により詳細に記述されるように、基地局は、ブロック５
００で、ＵＥのための仮想セルのセットを構成することと、ブロック５０２で、仮想セル
のセットに関する情報をＵＥに送信することと、ブロック５０４で、すべてのＵＥのうち
のいくつかのための同じパラメータのセットにしたがって同じ仮想セルのために動作する
こととによってＵＥを支援する。処理は、ブロック５０４から、例えばブロック５００の
ような、処理中のより初期のポイントに戻りうる。
【００６６】
　[0065]ブロック５００で、基地局は、１つまたは複数のＵＥのための１つまたは複数の
仮想セルのセットを構成しうる。前に記述するように、１つまたは複数の仮想セルのセッ
トは、干渉抑制および／または干渉キャンセルを実行するために、ＵＥのためのパラメー
タの１つまたは複数のセットと関連付けられうる。いくつかの態様では、ブロック５００
は、ＵＥ固有のやり方および／または展開シナリオ固有のやり方における仮想セルのセッ
トを構成することを含みうる。例えば、基地局は、ＵＥからの基準信号受信電力レポート
に基づいて仮想セルのセットを構成しうる。他の態様では、ブロック５００は、１対１ベ
ース、多対１ベース、および／または１対多ベースで仮想セルから物理セルおよび／また
は物理パラメータのセットにマッピングすることを含みうる。物理パラメータのセットが
多数のセル固有基準信号ポート、セル固有基準信号周波数シフト、および／またはＥＰＤ
ＣＣＨ／ＰＤＳＣＨのための開始シンボルを含みうる。さらに、物理パラメータのセット
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が、１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、レガシーまたは非レガシーキャリ
アタイプのようなキャリアタイプ、および／または１つまたは複数の復調基準信号パター
ンを含みうる。追加の態様では、ブロック５００は、アンテナポート７－１４のブライン
ド検出を許容するのに十分な程度にＵＥのために構成された仮想セルの数を制限すること
を含みうる。
【００６７】
　[0066]さらなる態様では、ブロック５００は、少なくとも構成されていないセルのため
の干渉抑制および／または干渉キャンセルを実行するために、デフォルト行動を指定する
ことを追加または個別に含みうる。例えば、ＵＥは、物理セルアイデンティティおよび関
連付けられた物理パラメータに基づく干渉抑制および／または干渉キャンセルを実行する
べきであると指定される、または示されうる。物理セルアイデンティティを持つ近隣のセ
ルのセットは、ＵＥによって検出され、干渉抑制および／または干渉キャンセルと、もし
あれば、個別にまたは追加で構成仮想セルのセットを考慮しうる。例として、ＵＥは、そ
の近隣に２つのＰＣＩ（ＰＣＩ０およびＰＣＩ１）を検出し、３つの仮想セル（ＶＣ０、
ＶＣ１、ＶＣ２）でさらに構成される。ＵＥは、｛ＰＣＩ０、ＰＣＩ１、ＶＣ０、ＶＣ１
、ＶＣ２｝および／または（干渉に関連するセル間単一ユーザおよび／またはマルチユー
ザＭＩＭＯのための）サービングセルに基づいて干渉抑制および／または干渉キャンセル
を実行する。代替または追加として、ＣｏＭＰで構成されたＵＥは、ＰＤＳＣＨのための
構成のセットおよび／またはＥＰＤＣＣＨレートマッチングおよび／または擬似コロケー
ション動作に基づいて干渉抑制および／または干渉キャンセルを実行するべきであると指
定されるまたは示されうる。これらの態様では、ＵＥは、物理セルと関連付けられた物理
パラメータが有効であるかどうかブラインドで検出する、および／または少なくとも１つ
の検出されたＰＣＩと少なくとも１つの構成された仮想セルとの間の一貫性チェック（co
nsistency check）を実行するべきであると指定されるまたは示されることが想定される
。これらの態様では、ＵＥは、指定またはインジケーションに基づく代わりに実装選択と
してこれらの動作のうちのいくつかまたはすべてを実行すると決定しうる。
【００６８】
　[0067]他の態様では、ブロック５００は、制御チャネル、チャネル状態情報基準信号チ
ャネル、およびデータチャネルでの使用のために仮想セルのあるセットを構成することを
含みうる。代替として、仮想セルの異なるセットは、異なるチャネルのために構成されう
る。追加の態様では、ブロック５００は、半静的である仮想セルのセットを構成すること
または動的な仮想セルのセットを構成することを含みうる。動的構成の場合では、構成が
ブロック５０２でＤＣＩ中に示されることが想定される。さらなる態様では、ブロック５
００は、仮想セルのうちの１つより多くの仮想セルと物理セルを関連付けること、および
／または２つ以上のパラメータのセットと仮想セルを関連付けることを含みうる。ブロッ
ク５００で、仮想セルのセットは、レガシーおよび非レガシーキャリアタイプ両方のため
に構成されうることが想定される。構成がブロードキャストメッセージまたはユニキャス
トメッセージを介してＵＥに伝達されうることが想定される。
【００６９】
　[0068]他の態様では、ブロック５００は、（例えば、シングルユーザＭＩＭＯおよび／
またはマルチユーザＭＩＭＯ動作に起因する）セル間干渉抑制および／または干渉キャン
セルを取り扱うために、同じサービングセルの物理セルアイデンティティに仮想セルをマ
ッピングすることを含みうる。ブロック５００で、ＵＥのためのＣｏＭＰが、仮想セルの
セットと共同でまたは個別に構成されうることが追加で想定される。また、ブロック５０
０で、パラメータの数およびまたはパラメータのセットが仮想セルのセットのうちの仮想
セルの様々なものに対して同じまたは異なりうることが想定される。ブロック５００で、
仮想セルは、すべてのサブフレーム、サブフレームのサブセット、全帯域幅、または全帯
域幅の一部分への適用のために構成されうることがさらに想定される。構成パラメータの
セットのためのインデックスとして仮想セルを使用することの代わりに構成がインデック
スとして任意のパラメータに基づくことになることがさらに想定される。構成は、同様に
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任意のインデックス無しとなることができる。例として、構成は、パラメータの１つまた
は複数のセットから単に成り、各セットは、１つまたは複数の物理および／または仮想セ
ルアイデンティティより成る。ＵＥのために構成された仮想セルと関連付けられたパラメ
ータのセットが、仮想セルと関連付けられた可能な動作のサブセットのみを表しうること
がさらに想定される。すなわち、仮想セルと関連付けられたいくつかの他のパラメータは
、構成の一部でなく、ＵＥに示されえない。ＵＥは、干渉抑制および／または干渉キャン
セルのためのこれらの構成されないパラメータ（例えば、データチャネルのトラフィック
対パイロット比）のうちの１つまたは複数をブランドで検出するおよび／または決定しな
ければならない。
【００７０】
　[0069]図６は、ＵＥによってワイヤレス通信を実行するための処理の例示のブロックを
説明するブロック図である。ブロック６００で、ＵＥのための、１つまたは複数の仮想セ
ルのセットに関する、情報は、ノードから受信される。仮想セルのうちの１つまたは複数
は、干渉抑制および／または干渉キャンセルを実行するＵＥのためのパラメータのセット
と関連付けられうる。仮想セルのうちの１つまたは複数は、１つまたは複数の物理セルア
イデンティティにマップされうる。情報が、ＤＣＩ、またはメッセージ／シグナリング／
構成中に示されるように、基地局から受信されうることが想定される。処理は、ブロック
６００からブロック６０２に進みうる。
【００７１】
　[0070]ブロック６０２で、ＵＥは、ノードと通信しうる。通信は、仮想セルのうちの１
つまたは複数の間の少なくとも１つの仮想セルとその関連付けられたパラメータのセット
に少なくとも部分的に基づきうる。ブロック６０２は、いくつかのサブブロックから成り
うる。
【００７２】
　[0071]ブロック６０２Ａで、ＵＥは、現在の仮想セルがセットの一部として構成される
かどうか決定しうる。例えば、サブブロック６０２Ａは、仮想セルのセットにおけるテー
ブル、リスト、他のインデックスが付されたデータを参照することと、現在の仮想セルア
イデンティティと一致するインデックスを見つけるように試みることとを含みうる。イン
デックスを見つけることに失敗した際、処理は、サブブロック６０２Ａからサブブロック
６０２Ｂに進みうる。代替として、インデックスを見つけた際、処理は、サブブロック６
０２Ａから６０２Ｃに進みうる。
【００７３】
　[0072]ブロック６０２Ｂで、ＵＥは、１つまたは複数の仮想セルのセットの一部として
構成されないと決定された仮想セルに対して、デフォルト行動にしたがって干渉抑制およ
び／または干渉キャンセルを実行しうる。例えば、デフォルト行動が、ＵＥによって検出
された、関連付けられた物理パラメータおよび物理セルアイデンティティに基づいて干渉
抑制および／または干渉キャンセルを実行することを含みうることが想定される。追加と
して、デフォルト行動が、物理セルアイデンティティと関連付けられた物理パラメータが
有効であるかどうか、ＵＥによってブラインドで検出することを含みうることが想定され
る。代替として、デフォルト行動が、ＰＤＳＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨレートマッ
チングおよび／または擬似コロケーション動作のための構成のセットに少なくとも基づい
て干渉抑制および／または干渉キャンセルを、セル間協調で構成されたＵＥによって、実
行することを含みうることが想定される。デフォルト行動が、仮想セルのセット中で指定
される、仮想セルのセットに関する情報とともに受信される、および／または常に用いら
れるデフォルト行動として標準によって指定されることがさらに想定される、または他の
デフォルト行動が情報によって指定されない場合が想定される。処理は、ブロック６００
のような、処理におけるより初期のポイントにブロック６０２Ｂから戻りうる。
【００７４】
　[0073]ブロック６０２Ｃで、ＵＥは、現在のセルのためのパラメータのセットを、仮想
セルのセットから取得しうる。例えば、パラメータのセットがテーブル、リスト、または
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現在の仮想セルアイデンティティによってインデックスが付されたロケーションでのイン
デックスが付された他のデータ構造から検索されうることが想定される。以上で記述され
るように、パラメータは、明示的および／または暗示的なものでありうる。処理は、ブロ
ック６０２Ｃからブロック６０２Ｄに進みうる。
【００７５】
　[0074]ブロック６０２Ｄで、ＵＥは、現在の仮想セルが関連付けられた物理パラメータ
の１つの完全なセットを有するかどうか決定しうる。関連付けられた物理パラメータおよ
び／またはより上位のレイヤパラメータの１つの完全なセットがあると決定した場合、そ
の後、処理は、ブロック６０２Ｄから６０２Ｆに進みうる。しかしながら、ＰＣＩおよび
／またはパラメータの部分的なセットのみが提供される物理および／またはより上位レイ
ヤパラメータの１つより多くのセットがあると決定した場合、その後、処理は、ブロック
６０２Ｄから６０２Ｅに進みうる。
【００７６】
　[0075]ブロック６０２Ｅで、ＵＥは、現在の仮想セルが関連付けられた物理パラメータ
および／またはより上位レイヤパラメータの１つの完全なセットを有していないと決定す
ることに応じて、正しい物理および／またはより上位レイヤパラメータ、および／または
追加の物理および／またはより上位レイヤパラメータを取得しうる。ブロック６０２Ｅで
、正しい物理および／またはより上位レイヤパラメータ、または追加の物理および／また
はより上位レイヤパラメータを取得することがどのパラメータのセットが正しいか決定す
る、および／または追加のパラメータを取得するためにブラインド検出を実行することを
含みうることが想定される。処理は、ブロック６０２Ｅからブロック６０２Ｆに進みうる
。
【００７７】
　[0076]ブロック６０２Ｆで、ＵＥは、ブロック６０２Ｃおよび／または６０２Ｅで取得
されたパラメータのセットに従って干渉抑制および／または干渉キャンセルを実行しうる
。ブロック６０２Ｆで、ＵＥが、すべてのサブフレーム、サブフレームのサブセット、全
帯域幅、および／または全帯域幅の一部分にパラメータのセットを適用しうることが想定
される。処理は、ブロック６０２Ｆから、ブロック６００のような、処理におけるより初
期のポイントに進みうる。
【００７８】
　[0077]当業者は、情報と信号は、様々な異なるテクノロジと技術のうちのいずれかを用
いて表されうることを理解するであろう。例えば、上記の記述を通じて言及されうるデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、記号、およびチップは、電圧、電流、電磁波
、磁場または磁性粒子、光場または工学粒子またはそれらの任意の組合せによって表され
うる。
【００７９】
　[0078]当業者は、本開示に関連して記述された様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、回路、およびアルゴリズムステップは、電子的ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、あるいはそれらの組合せとして実装されうるということを理解するだろう。ハード
ウェアおよびソフトウェアの互換性を明確に説明するために、様々な例示的なコンポーネ
ント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一般にそれらの機能の観点から
以上で記述されている。このような機能が、ハードウェアまたはソフトウェアとして実装
されるかどうかは、特定のアプリケーションおよび全体のシステムに課せられた設計の制
限に依存する。当業者は、説明された機能を各特定のアプリケーションのために様々な方
法で実装しうるが、そのような実装の判定は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こしてい
ると解釈されるべきではない。
【００８０】
　[0079]本明細書における開示に関連して記述された様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、また
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は他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリー
トハードウェアコンポーネント、または本明細書において記述された機能を実行するよう
設計されたそれらの任意の組み合わせを用いて実装または実行されうる。汎用プロセッサ
は、マイクロプロセッサでありうるが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセ
ッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでありうる。プロセ
ッサはまた、計算デバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサ、複
数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、
または任意の他のそのような構成の組み合わせとして実装されうる。
【００８１】
　[0080]本明細書における開示に関連して記述された方法またはアルゴリズムのステップ
は、ハードウェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
、または両者の組み合わせで、具現化されることができる。ソフトウェアモジュールは、
ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ま
たは、当技術分野において周知の記憶媒体の任意の他の形態に存在しうる。例証的な記憶
媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことがで
きるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体は、プロセッサと一体化さ
れうる。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内において存在しうる。ＡＳＩＣは、ユ
ーザ端末内において存在しうる。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末
内における離散コンポーネントとして存在しうる。
【００８２】
　[0081]１つまたは複数の典型的な設計において、説明される機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、あるいはそれら任意の組み合わせで実装されうる。ソフト
ウェアに実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つまた複数の命令または
コードとして記憶または送信されうる。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体
と、ある場所から別の場所へコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含
む通信媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータまたは特殊目的コンピュータ
によってアクセスできる任意の利用可能な媒体でありうる。例として、また限定されない
が、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭあるいは他
の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージあるいは他の磁気記憶デバイス、あ
るいは、命令あるいはデータストラクチャの形態において望まれるプログラムコード手段
を保存あるいは搬送するために使用されることができる、また、汎用または専用コンピュ
ータ、または、汎用または専用プロセッサによってアクセスされることができる、任意の
他の媒体も備えることができる。また、任意の接続は、厳密にはコンピュータ可読媒体と
称される。例えば、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、
あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技法を使用して送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは赤外線、
無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技法は送信媒体の定義に含まれる。本明細書
で使用されるような、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク
（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶ
Ｄ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み
、ここでディスク（disks）は、デフォルト磁気的にデータを再生し、一方ディスク（dis
cs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせはまた、コンピ
ュータ可読媒体の範囲に含まれるべきである。
【００８３】
　[0082]特許請求の範囲を含む、本明細書で使用される場合、「および／または」という
用語は、２つ以上の項目からなるリストで使用されるとき、リストされた項目のうちのい
ずれか１つがそれ自体によって採用されうること、あるいは、リストされた項目のうちの
２つ以上からなる任意の組み合わせが採用されうることを意味する。例えば、ある構成が
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、コンポーネントＡ、Ｂ、および／またはＣを含むものとして説明されている場合、この
構成は、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡとＢの組み合わせ、ＡとＣの組み合わせ、ＢとＣの
組み合わせ、またはＡとＢとＣの組み合わせを含みうる。また、ここに使用されるように
、特許請求の範囲を含む、「のうちの少なくとも１つ」で始まる項目のリストで使用され
る「または（ｏｒ）」は、例えば「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」のリスト
が、Ａ、またはＢ、またはＣ、またはＡＢ、またはＡＣ、またはＢＣ、またはＡＢＣ（す
なわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するように離接的なリストを示す。
【００８４】
　[0083]本開示の先の記述は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするよ
う提供される。本開示に対するさまざまな変更は、当業者に容易に理解され、本明細書に
おいて定義された一般的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱せずに、他の変形例
に適用されうる。よって、本開示は、本明細書において説明される実例および設計に限定
されるように意図されたものではなく、本明細書において開示された原理および新規の特
徴と矛盾しない最大範囲であると認められるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信を実行するための方法であって、前記方法は、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルのセットを構
成すること、ここにおいて、前記セットのうちの１つまたは複数の仮想セルは、パラメー
タの少なくとも１つのセットと関連付けられる、と、
　前記ＵＥに、前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を送信すること
と、
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの同じ仮想セルに対して、前記１つまた
は複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてについての同じパラメータのセットに従って
動作することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つによって干渉抑制または干渉キャン
セルのうちの少なくとも１つを実行することをさらに含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記干渉は、前記１つまたは複数の仮想セルのセットの間の少なくとも１つの仮想セル
による制御送信またはデータ送信のうちの少なくとも１つによって生じる、
　Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つは、セルによる制御送信ま
たはデータ送信のうちの少なくとも１つに対して実行される、
　Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記仮想セルのセットを構成することは、ユーザ機器（ＵＥ）固有のやり方またはセル
固有のやり方のうちの少なくとも１つにおける前記仮想セルのセットを構成することを含
む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記ＵＥ固有のやり方における前記仮想セルのセットを構成することは、前記ＵＥから
の基準信号受信電力レポートに基づいて前記仮想セルのセットを構成することを含む、
　Ｃ５に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記仮想セルのセットは、１対１ベース、多対１ベース、または１対多ベースのうちの
少なくとも１つで仮想セルから物理セルまたは物理パラメータのセットのうちの少なくと
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も１つにマップすることを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記物理パラメータのセットは、
　　セル固有基準信号ポート、
　　セル固有基準信号周波数シフト、
　　エンハンスド物理ダウンリンク制御チャネルまたは物理ダウンリンク共有チャネルの
うちの少なくとも１つのための開始シンボル、
　　１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、
　　キャリアタイプ、
　　または１つまたは複数の復調基準信号パターン
　のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記仮想セルのセットを構成することは、アンテナポート７乃至１４のブラインド検出
を許容にするのに十分な程度にユーザ機器（ＵＥ）のために構成される限られた数の前記
仮想セルを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記仮想セルのセットを構成することは、少なくとも構成されていないセルのための干
渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するために、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に対してデフォルト行動を指定することを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記デフォルト行動を指定することは、
　　前記ＵＥが物理セルアイデンティティおよびその関連付けられた物理パラメータに少
なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するべき
であると指定すること、
　　セル間協調で構成される前記ＵＥが、ＰＤＳＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨレート
マッチングおよび／または擬似コロケーション動作のための構成のセットに基づいて干渉
抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するべきであると指定すること
　のうちのすくなくとも１つを含む、Ｃ１０に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記ＵＥが物理セルアイデンティティに少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャン
セルのうちの少なくとも１つを実行すべきであると指定することは、前記ＵＥが前記物理
セルアイデンティティと関連付けられた前記物理パラメータが有効であるか否かをブラン
ドで検出すべきであると指定することを含む、
　Ｃ１１に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記仮想セルのセットは、制御チャネル、チャネル状態情報基準信号チャネル、および
データチャネルで使用するために１つの仮想セルのセットを構成することを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記仮想セルのセットを構成することは、
　　半静的である前記仮想セルのセットを構成すること、
　　または動的に前記仮想セルのセットを構成すること
　のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を送信することは、ダウンリ
ンク制御情報における前記情報を動的にシグナリングすることを含む、
　Ｃ１４に記載の方法。
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　　［Ｃ１６］
　前記仮想セルのセットを構成することは、前記仮想セルのセットのうちの１つより多く
の物理セルと物理セルを関連付けることを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記仮想セルのセットを構成することは、干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少な
くとも１つを実行するために前記１つまたは複数のＵＥのための２つ以上のパラメータの
セットと仮想セルを関連付けることを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記仮想セルのセットを構成することは、レガシーキャリアタイプおよび非レガシーキ
ャリアタイプの両方のための前記仮想セルのセットを構成することを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記仮想セルのセットは、セル内の、干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくと
も１つを取り扱うために同じサービングセルの物理セルアイデンティティに仮想セルをマ
ップすることを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記仮想セルのセットを構成することと合同または別々のうちの少なくとも１つでユー
ザ機器（ＵＥ）のためのセル間協調を構成することをさらに含む、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記パラメータの少なくとも１つのセットのうちのパラメータの数は、前記仮想セルの
セットのうちの前記仮想セルの様々なものについて同じまたは異なるもののうちの少なく
とも１つである、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの少なくとも１つの仮想セルは、すべて
のサブフレームまたは前記サブフレームうちのサブセットのうちの少なくとも１つに適用
するために構成される、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの少なくとも１つの仮想セルは、全帯域
幅または前記全帯域幅のうちの一部分のうちの少なくとも１つに適用するために構成され
る、
　Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信を実行する方法であって、
　ノードから、ユーザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セルのセットに関す
る情報を受信すること、ここにおいて、前記仮想セルのうちの１つまたは複数は、パラメ
ータと関連付けられる、と、
　前記ノードと通信することと
　を備え、前記通信は、前記仮想セルのうちの前記１つまたは複数とその関連付けられた
パラメータのセットの間の少なくとも１つの仮想セルに少なくとも部分的に基づく、
　方法。
　　［Ｃ２５］
　前記ＵＥによって干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するこ
とをさらに含む、
　Ｃ２４に記載の方法。
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　　［Ｃ２６］
　干渉抑制または干渉キャンセルのうちの前記少なくとも１つは、セルによる制御送信ま
たはデータ送信のうちの少なくとも１つのために実行される、
　Ｃ２５に記載の方法。
　　［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つの仮想セルが１つまたは複数のリソース中に存在するかどうか決定
することと、
　前記少なくとも１つの仮想セルが存在すると決定された場合に、前記１つまたは複数の
リソースにおける前記少なくとも１つの仮想セルによる制御送信またはデータ送信のうち
の少なくとも１つによって生じた干渉のための干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少
なくとも１つを実行することと
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の方法。
　　［Ｃ２８］
　デフォルト行動に従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行
することをさらに含む、
　Ｃ２４に記載の方法。
　　［Ｃ２９］
　前記デフォルト行動は、前記少なくとも１つの仮想セルが１つまたは複数のリソースに
存在していないと決定したときに実行される、
　Ｃ２８に記載の方法。
　　［Ｃ３０］
　前記デフォルト行動は、物理セルアイデンティティおよびそれに関連する物理パラメー
タに少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行す
ることを含む、
　Ｃ２８に記載の方法。
　　［Ｃ３１］
　前記デフォルト行動は、前記物理セルアイデンティティと関連付けられた前記物理パラ
メータが有効であるかどうかブラインドで検出することを含む、
　Ｃ３０に記載の方法。
　　［Ｃ３２］
　前記デフォルト行動は、セル間協調で構成されたＵＥが、
　　ＰＤＳＣＨまたはＥＰＤＣＣＨレートマッチングのうちの少なくとも１つのための構
成のセット、
　　または擬似コロケーション動作
　のうちの少なくとも１つに基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも
１つを実行することを含む、
　Ｃ２８に記載の方法。
　　［Ｃ３３］
　現在の仮想セルがそれに関連付けられたパラメータの１つの完全なセットを有するかど
うか決定することと、
　前記現在の仮想セルがそれに関連付けられたパラメータの完全なセットを有さないと決
定することに応じて、少なくとも１つの追加のパラメータを取得することと
　をさらに含み、前記少なくとも１つの追加のパラメータは、ブラインド検出を実行する
ことを含む、
　Ｃ２４に記載の方法。
　　［Ｃ３４］
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットは、１対１ベース、多対１ベース、１対多ベー
スのうちの少なくとも１つで物理セルまたは物理パラメータのセットうちの少なくとも１
つにマップされる少なくとも１つの仮想セルを含む、
　Ｃ２４に記載の方法。
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　　［Ｃ３５］
　前記物理パラメータのセットは、
　　セル固有基準信号ポートの数、
　　セル固有基準信号周波数シフト、
　　エンハンスト物理ダウンリンク制御チャネルまたは物理ダウンリンク共有チャネルの
うちの少なくとも１つのための開始シンボル、
　　１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、
　　キャリアタイプ、
　　または１つまたは複数の復調基準信号パターン
　のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ３４に記載の方法。
　　［Ｃ３６］
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの少なくとも１つの仮想セルは、すべて
のサブフレーム、または前記サブフレームのサブセットのうちの少なくとも１つに適用す
るために構成される、
　Ｃ２４に記載の方法。
　　［Ｃ３７］
　前記１つまたは複数の仮想セルのうちの少なくとも１つの仮想セルは、全帯域幅または
前記全帯域幅の一部分のうちの少なくとも１つに適用するために構成される、
　Ｃ２４に記載の方法。
　　［Ｃ３８］
　ワイヤレス通信を実行するための装置であって、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルのセットを構
成するための手段、ここにおいて、前記セットのうちの１つまたは複数の仮想セルは、パ
ラメータの少なくとも１つのセットと関連付けられる、と、
　前記ＵＥに、前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を送信するため
の手段と、
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの同じ仮想セルに対して、前記１つまた
は複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてについての同じパラメータのセットに従って
動作するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ３９］
　前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つによって干渉抑制または干渉キャン
セルのうちの少なくとも１つを実行するための手段をさらに含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ４０］
　前記干渉は、前記１つまたは複数の仮想セルのセットの間の少なくとも１つの仮想セル
による制御送信またはデータ送信のうちの少なくとも１つによって生じる、
　Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４１］
　前記干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つは、セルによる制御送信ま
たはデータ送信のうちの少なくとも１つに対して実行される、
　Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４２］
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、ユーザ機器（ＵＥ）固有のやり方
またはセル固有のやり方のうちの少なくとも１つ中で前記仮想セルのセットを構成するた
めの手段を含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ４３］
　前記ＵＥ固有のやり方における前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、前
記ＵＥからの基準信号受信電力レポートに基づいて前記仮想セルのセットを構成するため
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の手段を含む、
　Ｃ４２に記載の装置。
　　［Ｃ４４］
　前記仮想セルのセットを構成するための手段は、１対１ベース、多対１ベース、または
１対多ベースのうちの少なくとも１つで仮想セルから物理セルまたは物理パラメータのセ
ットのうちの少なくとも１つにマップするための手段を含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ４５］
　前記物理パラメータのセットは、
　　セル固有基準信号ポート、
　　セル固有基準信号周波数シフト、
　　エンハンスド物理ダウンリンク制御チャネルまたは物理ダウンリンク共有チャネルの
うちの少なくとも１つのための開始シンボル、
　　１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、
　　キャリアタイプ、
　　または１つまたは複数の復調基準信号パターン
　のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ４４に記載の装置。
　　［Ｃ４６］
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、アンテナポート７乃至１４のブラ
インド検出を許容するのに十分な程度にユーザ機器（ＵＥ）のために構成される前記仮想
セルの数を限定するための手段を含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ４７］
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、少なくとも構成されていないセル
のための干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するために、ユー
ザ機器（ＵＥ）に対してデフォルト行動を指定するための手段を含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ４８］
　前記デフォルト行動を前記指定するための手段は、
　　前記ＵＥが物理セルアイデンティティおよびそれに関連付けられた物理パラメータに
少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するべ
きであると指定するための手段、
　　セル間協調で構成された前記ＵＥが、ＰＤＳＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨレート
マッチングおよび／または擬似コロケーション動作のための構成のセットに基づいて干渉
抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するべきであると指定するため
の手段
　のうちのすくなくとも１つを含む、Ｃ４７に記載の装置。
　　［Ｃ４９］
　前記ＵＥが物理セルアイデンティティに少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャン
セルのうちの少なくとも１つを実行すべきであると前記指定するための手段は、前記ＵＥ
が前記物理セルアイデンティティと関連付けられた前記物理パラメータが有効であるか否
かをブランドで検出すべきであると指定するための手段を含む、
　Ｃ４８に記載の装置。
　　［Ｃ５０］
前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、制御チャネル、チャネル状態情報基
準信号チャネル、およびデータチャネルで使用するために１つの仮想セルのセットを構成
するための手段を含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ５１］
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、
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　　半静的である前記仮想セルのセットを構成するための手段、
　　または動的に前記仮想セルのセットを構成するための
手段
　のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ５２］
　前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を前記送信するための手段は
、ダウンリンク制御情報における前記情報を動的にシグナリングするための手段を含む、
　Ｃ５１に記載の装置。
　　［Ｃ５３］
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、１つより多くの前記仮想セルのセ
ットと物理セルを関連付けるための手段を含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ５４］
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、干渉抑制または干渉キャンセルの
うちの少なくとも１つを実行するために前記１つまたは複数のＵＥのための２つ以上のパ
ラメータのセットと仮想セルを関連付けるための手段を含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ５５］
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、レガシーキャリアタイプおよび非
レガシーキャリアタイプの両方のための前記仮想セルのセットを構成するための手段を含
む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ５６］
　前記仮想セルのセットを前記構成するための手段は、セル内で、干渉抑制または干渉キ
ャンセルのうちの少なくとも１つを取り扱うために、同じサービングセルの物理セルアイ
デンティティに仮想セルをマップするための手段を含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ５７］
　前記仮想セルのセットを構成するための手段は、合同または別々のうちの少なくとも１
つでユーザ機器（ＵＥ）のためのセル間協調を構成するための手段をさらに含む、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ５８］
　前記パラメータの少なくとも１つのセットのうちのパラメータの数は、前記仮想セルの
セットのうちの前記仮想セルの様々なものについて同じまたは異なるもののうちの少なく
とも１つである、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ５９］
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの少なくとも１つの仮想セルは、すべて
のサブフレームまたは前記サブフレームうちのサブセットのうちの少なくとも１つに適用
するために構成される、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ６０］
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの少なくとも１つの仮想セルは、全帯域
幅または前記全帯域幅の一部分のうちの少なくとも１つに適用するために構成される、
　Ｃ３８に記載の装置。
　　［Ｃ６１］
　ワイヤレス通信を実行する装置であって、
　ノードから、ユーザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セルのセットに関す
る情報を受信するための手段、ここにおいて、前記仮想セルのうちの１つまたは複数は、
パラメータと関連付けられる、と、
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　前記ノードと通信するための手段と
　を備え、前記通信は、前記仮想セルのうちの前記１つまたは複数とその関連付けられた
パラメータのセットの間の少なくとも１つの仮想セルに少なくとも部分的に基づく、
　装置。
　　［Ｃ６２］
　前記ＵＥによって干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行するこ
とをさらに含む、
　Ｃ６１に記載の装置。
　　［Ｃ６３］
　干渉抑制または干渉キャンセルのうちの前記少なくとも１つは、セルによる制御送信ま
たはデータ送信のうちの少なくとも１つのために実行される、
　Ｃ６２に記載の装置。
　　［Ｃ６４］
前記少なくとも１つの仮想セルが１つまたは複数のリソース中に存在するかどうか決定す
るための手段と、
　前記少なくとも１つの仮想セルが存在すると決定された場合に、前記１つまたは複数の
リソースにおける、前記少なくとも１つの仮想セルによる制御送信またはデータ送信のう
ちの少なくとも１つによって生じた干渉のための干渉抑制または干渉キャンセルのうちの
少なくとも１つを実行するための手段と
　をさらに備える、Ｃ６１に記載の装置。
　　［Ｃ６５］
　デフォルト行動に従って干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行
するための手段をさらに含む、
　Ｃ６１に記載の装置。
　　［Ｃ６６］
　前記デフォルト行動は、前記少なくとも１つの仮想セルが１つまたは複数のリソースに
存在していないと決定したときに実行される、
　Ｃ６５に記載の装置。
　　［Ｃ６７］
　前記デフォルト行動は、物理セルアイデンティティおよびそれに関連する物理パラメー
タに少なくとも基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも１つを実行す
ることを含む、
　Ｃ６５に記載の装置。
　　［Ｃ６８］
　前記デフォルト行動は、前記物理セルアイデンティティと関連付けられた前記物理パラ
メータが有効であるかどうかブラインドで検出することを含む、
　Ｃ６７に記載の装置。
　　［Ｃ６９］
　前記デフォルト行動は、セル間協調で構成されたＵＥが、
　　ＰＤＳＣＨまたはＥＰＤＣＣＨレートマッチングのうちの少なくとも１つのための構
成のセット、
　　または擬似コロケーション動作
　のうちの少なくとも１つに基づいて干渉抑制または干渉キャンセルのうちの少なくとも
１つを実行することを含む、
　Ｃ６５に記載の装置。
　　［Ｃ７０］
　現在の仮想セルがそれに関連付けられたパラメータの１つの完全なセットを有するかど
うか決定するための手段と、
　前記現在の仮想セルがそれに関連付けられたパラメータの完全なセットを有さないと決
定することに応じて、少なくとも１つの追加のパラメータを取得するための手段と
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　を備え、前記少なくとも１つの追加のパラメータを取得するための手段は、ブラインド
検出を実行するための手段を含む、
　Ｃ６１に記載の装置。
　　［Ｃ７１］
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットは、１対１ベース、多対１ベース、１対多ベー
スのうちの少なくとも１つ上で物理セルうちの少なくとも１つまたは物理パラメータのセ
ットがマップされる少なくとも１つの仮想セルを含む、
　Ｃ６１に記載の装置。
　　［Ｃ７２］
　前記物理パラメータのセットは、
　　セル固有基準信号ポートの数、
　　セル固有基準信号周波数シフト、
　　エンハンスド物理ダウンリンク制御チャネルまたは物理ダウンリンク共有チャネルの
うちの少なくとも１つのための開始シンボル、
　　１つまたは複数のチャネル状態情報基準信号構成、
　　キャリアタイプ、
　　または１つまたは複数の復調基準信号パターン
　のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ７１に記載の装置。
　　［Ｃ７３］
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの少なくとも１つの仮想セルは、すべて
のサブフレーム、または前記サブフレームのサブセットのうちの少なくとも１つに適用す
るために構成される、
　Ｃ６１に記載の装置。
　　［Ｃ７４］
　前記１つまたは複数の仮想セルのうちの少なくとも１つの仮想セルは、全帯域幅または
前記全帯域幅の一部分のうちの少なくとも１つに適用するために構成される、
　Ｃ６１に記載の装置。
　　［Ｃ７５］
　コンピュータに、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想
セルのセットを構成させるためのコード、ここにおいて、前記セットのうちの１つまたは
複数の仮想セルは、パラメータの少なくとも１つのセットと関連付けられる、と、
　コンピュータに、前記ＵＥに、前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情
報を送信させるためのコードと、
　コンピュータに、前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの同じ仮想セルに対し
て、前記１つまたは複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてについての同じパラメータ
のセットに従って動作させるためのコードと
　を備える、コンピュータ可読媒体を備える、
　コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７６］
　コンピュータに、ノードから、ユーザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セ
ルのセットに関する情報を受信させるためのコード、ここにおいて、前記仮想セルのうち
の１つまたは複数は、パラメータと関連付けられる、と、

　コンピュータに、前記ノードと通信させるためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体を備え、前記通信は、前記仮想セルのうちの前記１つま
たは複数とそれに関連付けられたパラメータのセットの間の少なくとも１つの仮想セルに
少なくとも部分的に基づく、
　コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７７］
　ワイヤレス通信を実行する基地局であって、
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　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合したメモリと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のための１つまたは複数の仮想セルのセットを構成
すること、ここにおいて、前記セットのうちの１つまたは複数の仮想セルは、パラメータ
の少なくとも１つのセットと関連付けられる、と、
　前記ＵＥに、前記１つまたは複数の仮想セルの前記セットに関する情報を送信すること
と、
　前記１つまたは複数の仮想セルのセットのうちの同じ仮想セルに対して、前記１つまた
は複数のＵＥのうちのいくつかまたはすべてについての同じパラメータのセットに従って
動作することと
　を行うように構成される、基地局。
　　［Ｃ７８］
　ワイヤレス通信を実行するユーザ機器であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合したメモリと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
ノードから、ユーザ機器（ＵＥ）のための、１つまたは複数の仮想セルのセットに関する
情報を受信すること、ここにおいて、前記仮想セルのうちの１つまたは複数は、パラメー
タと関連付けられる、と、
　前記ノードと通信することと
　を行うように構成され、前記通信は、前記仮想セルのうちの前記１つまたは複数とその
関連付けられたパラメータのセットの間の少なくとも１つの仮想セルに少なくとも部分的
に基づく、
　ユーザ機器。
【図１】 【図２】
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